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広葉樹時代に，あえて
針葉樹人工林の肩を持つ

罐
口
〈

きよしや

木良也
名古屋大学腱学部教授
壷052-789-4047

録「木ヘンに無，木ヘンに有？」再

早いものでもう5年がたちます。1991年の本誌で「5時から講義」という連戦を

担当いたしました。確か新企画で，現在の「5時からセミナー」のご先祖ですが，

その連載7回のうちの1つに｢木ヘンに無，木ヘンに有？」（1991年7月号)があり

ました。ちょっと長くなりますが，以下に再録させていただきます。

『4月29日みどりの日に,NHKラジオ第1放送で「日本の緑は今」と題して4

時間の番組を担当しました。日本各地からの電話レポートを綴りながら，森林問

題に光を当てようという番組でしたが，放送中のスタジオにも一般の方々から各

種の意見電話がかかってまいりました。ディレクターと相談しつつ，できるだけ

ご意見を取り入れるように努力したのですが，その中にこんなのがありました。

｢山村育ちの者だが,近ごろブナがもてはやされて，ブナ以外は木でないみたいな

言い方をする人がある。この風潮をどう考えるか」

確かにこの問題に関して，山村の人々の思いは複雑なようです。昔はブナは役

立たずの木，それが今や自然保護の象徴的な木，例えて言えば，道楽息子が世間

では評判がよろしく，親は戸惑っているというところでしょうか。役立たずだか

ら木ヘンに無と書いてブナだった，それが今はどうだ，木ヘンに有か賃と書かね

ば，といった山村の人たちの苦笑いは，だんだんと憤りに近くなってきています。

（中略）もとよりブナ林の大切さや環境保全能力，その美しさを否定するもの

ではありません。しかし，ブナ林を極端に大事にし尊ぶ自然保護論の背後に，山

村の人々が長年営々として植え，育て続けてきた人工林を軽視し，それすら自然

破壊だとしかねない考えが見え隠れするところに，山村の人々のすっきりしない

感情があるのではないでしょうか。
ざ

人工林は伐るために植えた林だから，ゴルフ場等に開発して支障ないという論

すらあります。なにしろ，環境庁の自然度10段階区分では，ブナ林のような天然

林は9，これに対して人工林は6の評価なのですから。先般も，ゴルフ場開発予

え員凰員‘幸司’、
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『勺い一家封

定地で半分泥に埋まった「官行造林」の標示板を見て，思わず涙しそうになった

のでした｡』

高度経済成長難の後

いわゆる自然保護論が一般的になり,その声が高まったのは昭和40年代後半のこ

と，それは高度経済成長の反動の一つでした。このころ，公害と呼ばれる環境汚染

が広がり，経済成長の夢からさめた人々の月に映じたのは，変わり果てた国土の姿

でした。コンクリートと鉄で固められた都市，住宅や工場に侵食された田園ゴル

フ場や別荘地に変貌した森林，山肌を切り裂き谷を埋めた道路，赤い地肌の砂利採

り跡，ドブのような川，ごみためのような湖や入江。
喉も

世論は，経済最優先から一転して自然大事になりました。しかし，「自然を護れ」

｢もっと緑を｣といった世論の急転回に，行政はすぐには対応がつきません。対応策

が後手後手にまわる間に，先鋭的な自然保護論が急成長していきました。緑を扱う

産業である林業，ところが，それが行う伐採はすなわち自然破壊として，林業は自

然破壊の元凶のごとく指弾を受けることになりました。確かに経済効率が優先した

見渡すかぎりの大面積皆伐跡は，指弾されるだけの壮絶さの風景ではありましたが。

急進的な自然保護論は，自然から「人為を排する」ことが唯一無二，そして林業

の本質については全く理解の外でした。したがって，その一本槍の考えは，林業者

と余計な対立を生みました。山林の手入れの下刈りやつる切り，間伐などの森林保

育に不可欠な作業，治山工事や歩道の刈り払いまでも「自然破壊」と呼んだ人もあ

り，それが真の緑保全者，緑維持の担当者である山村の人々の反発をかつたのでし

た。そのころ，宅地化が進んだ神奈川県K市で,裏山の自分の山の手入れにと，鎌を

持って新興住宅地を通る森林の持ち主を見た主婦が，「自然破壊に行く人がいる」と

警察へ通告したことがあったといいます。

その後,経済成長は一端反省期に入り落ち着きを見せたものの，昭和40年代と同

じ，いやそれをしのぐ自然破壊的な事態がまた繰り返されました。昭和から平成に

至るバブル経済の時代でした。

こうした経過は，確実に都市集中型の社会構造を生んでゆきました。安い輸入外

材は山村の生活基盤であった林業を圧迫し，山村の力は衰え，過疎化が進みました。

戦後から営々として植え続け，全国の森林面積の4割,1040万haに達した人工林

は，手入れが必要な時期を迎えてもその人手がありません。手入れ不足の結果，土

保全水保全の能力も十分でない弱々しい人工林が広がる危険な状態を，森林地域の

ここそこに生んだのでした。

時…

針葉樹人工職なぜ悪者？

針葉樹人工林が，今批判の対象です。いわく環境保全能力が劣る，さらには弱い

山になる，いわく植え過ぎ，モノカルチャーの弊害，いわく花粉症。そのために，

相対的に広葉樹林の評価が高くなり，それに迎合する声が大きくなりました。そこ

轌曲斌蝉…二…四一△・・ﾛ､．〃．…P一ハ｡‐．‐ザ.｡■､吋．．密，ぞずwf-,.¥_宅.‐垂ミー洵艸悪凡岳_．今一■
隆叩函…T
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には，針葉樹人工林は金もうけのためのものであり，それを造成した動機が不純

この世の中，経済性より人間生存のための環境を優先すべきなのに，という偏った

考え方が横たわっているのではないでしょうか。

いま確かに林業経済は低迷しています。しかし，その盛衰にかかわらず，林業と

いうのは収入を求める産業であるとともに，公共への環境提供という責務を負って

います。林業低迷とはいえ，木材はまだ金銭収入の対象物ですが，環境提供は収入

対象にはならないのが現実です。かつて林業はわが国の基幹産業の一つでした。そ

れは，木材収入だけで産業として成り立った時代で，環境は副産物として無償で社

会に提供されてきました。そのころには，人工林は自然破壊なんて言う人もいませ

んでした。

明治時代,天竜川の治水に努力を傾けた金原明善氏は，「治水の基は上流の治山に

あり」を実践し，水源荒れ山の造林に傾注した人として有名で，その功績はだれも

が知るところです。しかし，このとき造林されたのはスギであり，ヒノキでありま

した。一つには，それらの造林保育体系が出来上がっていて安心して植えられたこ

と，そしてもう一つはやはり将来成林したときの経済性（木材生産）をも視野に入

れたものであったはずです。それを非難する声は聞いたことがありません。

こうした努力はわが国各地でありました。金原明善氏はその一例といってよいで

しょう。また，太平洋戦争の戦中戦後に伐り荒らされて，その後の造林が伴わない

ままの裸山150万haの造林を,昭和25年の第1回国土緑化大会を契機にして，わず

か6年間で成し遂げた先人たちの努力は，全く頭の下がる思いがしますが，この大

造林に用いられたのはやはりスギやヒノキを中心にした針葉樹でした。そのおかげ

で針葉樹人工林が増えたと非難されるとしたら，何をか言わんやですが。

針葉樹人工林非難の根拠は，水土保全等の働きが広葉樹林に劣る，あるいは針葉

樹人工林は山崩れ等に弱い，さらには山崩れの原因であるとすらいう説に基づいて

います。何年か前にテレビで，確か九州山地のスギ山崩壊が放映され，そのショッ

キングな画面は一般の人々に，人工林とは崩れやすく弱いもの，危険なもの，とい

う強い印象を与えました。しかし，その映像は，スギの適地ではない尾根山頂に近

い急斜面で，それこそ植えることは植えたが後の保育が行き届かぬ，全く悪い例で

あったと記憶しています。

除伐間伐が行われない林では，個体間の競争が激しいのは当然ですが，密度効果

は地上部よりも地下部に厳しく発現するのが一般です。つまり，密度の効果は根の

ほうが受けやすいので，手入れのない造林地では根の発達が相対的に地上部より悪

く，土保全能力が発達しないばかりか，何かのきっかけで根抜けが起こり，それが

斜面崩壊を誘発することにもなります。

広葉樹撫気観陰陰

そもそも，水土保全等の働きが針葉樹人工林で劣ると言われる理由は，その土壌

生成の速度に関係しています。確かに，土壌生成の重要因子である落葉の分解速度

韓辮男溺“騨糯…糠蕪j…紅2………伊岱雰猛ご球…穐郵……魂……錘癖戦癖…秤鋳罐……“1－.”
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は，針葉樹に比べて広葉樹の方が速いのが一般で，その分だけ土壌生成速度も大き

く，比較的短期間で水土保全機能を発揮できるようになるでしょう。しかし，その

遅速は相対的なものであって，針葉樹林が桁違いに劣るわけではありません。

それに，こうした機能やその能力の比較が，針葉樹人工林と広葉樹天然林とでな

されているという根本的な誤りがあります。皆伐で一端裸地化した後にようやく成

林してきた針葉樹人工林と，長年物質循環系を維持してきた安定した広葉樹天然林

を機能量からだけで比較してみても，それは子供と大人に相撲を取らせるようなも

のです。

確かに，広葉樹はわが国の長い文化の流れの中で，さまざまな用途に使われてき

ました。しかし，広葉樹や広葉樹林は，景観を形造る，庭木に用いるなども含んだ

非木材用途の場合も，木材として用いる場合も，ほとんどが天然木・天然林として

でした。広葉樹の人工林もありましたが，それは果樹，花木，漆などの特用林産物

用など限られた場合にすぎません。

特に木材として使われる場合，その材は天然林から伐り出しての使用であり，優

れたものを選んで使え，また元手のかかっていないものだからこそ，経済的にもペ

イしました。その人工林を造って，そこで生産される材が，すべて天然林産の材と

匹敵する優良材になるとはとても考えられません。なるほど，キリのような例もあ

りますが，これはいわゆる人工林というよりは，栽培のイメージでしょう。

大正期には，広葉樹造林のブームがあったようで，群馬県の小根山や東京大学等

の演習林にケヤキなどのその当時の造林地が残っています。ほかに，クヌギ，ミズ

ナラ，ヤチダモ，キハダ，ポプラ類などが主な造林樹種でした。また，昭和30年代

には，ユーカリ類，アカシア類など，外来広葉樹種造林のブームがありました。し

かし，これらが結局は広く定着しなかったのは，その施業体系が確定する前の植栽
あいまい

が先行しすぎたこと，気象や土壌などの環境対応をはじめとする立地選択が暖昧で

あったこと，また期待どおりの生育を見せず，将来性がいま一つであったこと，な

どが原因でしょう。それに，一般的に言って広葉樹は針葉樹よりも肥沃な土地を好

み，土壌・地形を選びます。つまり，針葉樹のほうが立地条件に対する許容度が大

きいわけで，これも広葉樹造林が針葉樹造林ほど進展しなかった理由といえましょ

う。

過去の広葉樹造林の目的は木材生産中心であり，今日いわれるものは少々目的が

異なるかもしれませんが，ただ単に機能的に優れているからといって，すぐに広葉

樹造林に飛びつくのは危険なことだと思います｡あまりにも簡単に広葉樹造林がう

んぬんされ，広葉樹造林がスギやヒノキの林を造るのと同様に簡単なものと安易に

考える風潮があるのに，いささか抵抗を感じている次第です。

これからどうするか

－－

さて，これからどうすればよいのでしょうか。これからというよりは，当面，安

易に広葉樹造林は薦めないこと，それよりは，すでに存在しているが保育の行き届

2f_¥些幽f廻丁唾埋罫鐸塑や？＝_手写鉾:…ﾕﾓﾊ聖･･雪F2署七…毎無叶鐸。”偽●嫁・瓦4国』ぜ －…－一･･L一戸P-i燕虹……由
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かない針葉樹人工林に，しっかりと手入れをして環境保全的にも優れた力をつける

ことだと思います。そしてそれと並行して，やはり将来の事を考えるならば，広葉

樹の造林保育体系の確立を目指した研究が積み重ねられることが必要でしょう。当

分は，急いで人工造成するよりも，天然の広葉樹を育成することです。ただしこれ

は，人工造林地を広葉樹の侵入に任せることではありません。いわゆる不成績造林

地を，いかにも計画的に仕上げた林であるかのどとく，「育成天然林施業｣と言い替

えるのであってはなりません。

林業の不振が言われて久しく，針葉樹人工林はその象徴のごとく肩身の狭い思い

をしています。ところが林業不振が原因して，どこの森林も伐採が手控えられ，日

本の森林蓄積は増大しています。それは，自国の森林には手をつけず，他国の森林

伐採を進める日本，と時として批判の対象にもなるほどです。しかし，これを長伐

期化のチャンスと割り切って捉えることもできます。また，蓄積増加にこんな意味

を持たせてはいかがでしょうか。

昭和30年ごろの日本の森林総蓄積は,20億㎡といわれていました。それから35

年を経て32億㎡に達しました。単純に計算して，年間平均3400万nfの成長量です。

最近の成長量は当然35年間の平均値を大幅に上回り，林業白書よると年7000万m潟，

その8割以上が実は人工林の成長だといいます。

そこで，単純に生の木材の比重を0.95,材の絶乾重と生重の比を0．4として計算

すると，年成長量7000万nfの生材は2660万トンの絶乾重，その4/9が炭素の重量

に当たりますから,日本の森林が1年間に固定している炭素量は1180万トンという

ことになります。わが国が二酸化炭素として毎年排出する炭素は3億トンとのこと

ですので，わが国の森林は，わが国の排出する炭素の4％を固定して，その分だけ

大気の二酸化炭素濃度の上昇を阻止していることになります。

この4％という数字を，大きいと理解するか小さいととるか，これは人によって

さまざまでしょう。しかし，大気の二酸化炭素濃度上昇が憂慮され，その排出抑制

や排出ガス吸収の対策に迫られている今日，森林のこの効果を主張しない手はあり

ません。しかし，いまそれをアピールしたとして，すぐに森林にプラスになって戻

ってくるようなうまい制度は現在のところありません。そんな制度の構築を目指し

たいものです。

その環境保全的な効用を強調する広葉樹林は｢効用樹林｣，そうした効用の点では

多少劣っても，技術体系もあり，ちゃんと成林し，その産物もなんとか経済対象に

なる針薬樹林は，安心して造林できる｢信用樹林｣。どちらが大切か，二者択一では

なく，要は両者のバランスの問題だと思います。森林は，われわれにとって信頼す

べき「信林」であり，生命の源の「親林」なのですから。

＜完＞

魂癖史翠錘&…､＝蔭一一L雲ま饗一一．
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特集 カバノ塞漏

蕊 識燕
カバノキの徳構朧謹澄

|ウダイカンバ’

鋤カバノキ科は南半球起源？鐘

1992年，樹木社会学の著書を執筆していたと

き，植物系統分類学の仲間たちの間で静かに驚き

ともため息ともつかぬざわめきが起こった。チェ

ースら（1993）42名の連名によるrbcL葉緑体遺

伝子のシークエンスによるDNA塩基配列から推

定された被子植物の系統に関する論文の審査が行

われていたときで，その内容が漏れ伝えられてい

たからである。また，同じころ，日本の系統分類

学者(Hasebeet"1992)による裸子植物の遺

伝子解析の結果から，裸子植物は単系統であると

の研究結果が植物分類学会で発表され，これも，

裸子植物のマオウ属などから被子植物が生まれた

とする，これまでの被子植物の起源に関する定説

を大きくくつがえすもので，被子植物の起源は石

炭紀に遡らざるを得ないとするものであった。筆

者は，樹木および樹木社会の進化を，系統進化・

構造機能進化・社会構造進化・生態系進化など多

次元的にとらえて，それらの相互関連に考えをめ

ぐらしていたときのことである。特に，バラ亜綱

わたなくさだもと

渡邊定元

1

1

一 3

しかしながら，カバノキ亜科に関しては，この

仮説があてはまらないのである。チェースらによ

れば，裸子植物と被子植物の間をつなげる現生の

植物は水草のマツモである。マツモの性型をみる

と単性雌雄同株で，もし彼らの遺伝子の解析結果

から示唆された系統分化が正しいとすると確かに

単性雌雄同株は古い起源の植物がもつ性型である

ことがわかったが，カバノキ科は被子植物バラ亜

綱のうちのひとつの分化枝の最先端にあるのだ。

rbcL葉緑体遺伝子配列からみて，ナンキョク

ブナ，カクミガシ，ブナ，ヤマモモ，クルミと分

かれて，最後にモクマオウ科とカバノキ科が分か

れたとされる(図①)。ナンキョクブナは，最近ブ

ナ科より独立し新しい科として扱われている。ナ

ンキョクブナはゴンドワナ大陸(アフリカを除く）

から古い化石が発見されている。また，ブナ科で

最も古い形質をもつカクミガシ属は，1961年ボル

ネオ島キナバル山で発見され，またタイ北部が第

2の産地として記録された｡それが1979年に南米

バラ･スミレ･クワ･エノキなど

ドクウツギ･キウリ･ベゴニアなど

ナンキョクブナ科

カクミガシ属･トゲガシ属(ブナ科）

ブナ属(ブナ科）

ヤマモモ属(ヤマモモ科）

ペカン属(クルミ科）

モクマオウ属(モクマオウ科）

|灘撫織蔑|(ｶバﾉｷ科）

風媒花で風散布のカバノキ亜科植物

(カバノキ属とハンノキ属)と裸子植物

松柏類の性型が，同じ個体に雄花と雌

花を別々に着ける“単性雌雄同株”の

構造に着目して，この性型は起源が古

いものと考え，雄しべと雌しべが同じ

花にある“両全性雌雄同株”のモクレ

ン目を系統的に古い被子植物とする，

これまでの定説には納得がいかず，二

つの性型が併行進化したのではないか

と考えを巡らしていた。
図①葉緑体DNA.rbcL塩基配列から示唆されたカバノキ科の位置
(Chaseeta1.1993)カバノキ科は系統分化の先端にある

林業技術No.6551996.10
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のコロンビアで発見されたのである。動物

散布種が太平洋を隔てて分布しているのだ。

この2極分布が，北半球経由か南半球経由

で分布していったのかは興味ある課題であ

る。

カバノキ科に最も近いとされるモクマオ

ウ科はオース|､ラリアからベンガル湾にか

けて分布し，化石が南アメリカ南部で，花図②
粉がアフリカ南部で発見されていることな

どからして，ゴンドワナ大陸起源植物とされてい

る。こうしてみると，白亜紀(8,000万年前)以降

に北半球で栄えたカバノキ科の祖先型は，ゴンド

ワナ大陸起源なのかもしれない。ただし，これと

は反対の見方もできる。ゴンドワナ大陸起源のナ

ンキョクブナは，ブナ科など北半球で栄えた系統

を生んだが，モクマオウは熱帯か北半球で生まれを生んだが，モクマオウは熱帯か北半球で生まれ，

風媒，風散布の機能をえて環境が悪化したため他

の高木の住めない南半球に里帰りしたとする仮説

である。そしてカバノキ亜科植物は，北半球の他

の樹木が利用していない河川沿いの砂湿地とか寒

冷な土地，生態学的にいうと“ニッチの空白域”

に新天地を求めて進化していった種族である。

祖先型であるナンキョクブナ科・ブナ科をはじ

めクルミ科植物は動物散布種である。カバノキ亜

科植物の風媒，風散布の機能は，北方林などの生

活域に適応した進化型とみることができる。閲着

生物である植物の機能進化は，ニッチの空白の資

源を利用できるように適応するため起こるのであ

る。大部分が使われていないとされるDNAの堀

基配列を，系統進化，構造機能進化・社会椛造進

化・生態系進化など多次元的な進化の立場からと

らえ，解明できる日は近いものと考えている。

職新天地をめざしたカバノキ科植物紗

カバノキ科植物は，北半球に広く分布する落葉

性の高木，亜高木または低木で，わずかの種が南

アメリカの最北部にまで及んでいる。ブナ科植物

と同様に，多くの種がヨーロッパ，北アメリカ，

アジアの近代文明の発達してきた温帯地域に生育

し，人々の生活のなかにとけ込んできたため，文

化的にも経済的にも，また生態的にも重要な種族

である。カバノキ科は6属よりなる。雌花に花被

林業技術No.6551996.10

陵雛鞘潤

一「ハンノキ属

准巳芦圭

コナラ属

（ブナ

アサダ属

クマシデ属

科）

葉緑体DNA.rbcL塩基配列から示唆されたカバノキ科各属の
系統図(Bousqueteta1.1992)

があるハシバミ亜科（クマシデ属，アサダ属，ハ

シバミモドキ属，ハシバミ属）と，雄花に花被が

あるカバノキ亜科（カバノキ属，ハンノキ属）に

区分される。カバノキ科の系統分化で特徴的なの

は，6属の間の形態的特性からみた分枝のしかた

と，分子生物学的な解析結果(rbcLシークエン

ス，ハシバミモドキ属は未解析）からの結果とが

一致していることである(図②)。この分枝のしか

たは，属の化石が最初に出現した時代とよく対比

できる。カバノキ亜科のハンノキ風カバノキ属

が8千万年前，ハシバミ亜科のハシバミ属は6千

7百万年前，クマシデ属とアサダ属は6千万年か

ら4千1百万年前とされている。最先端の遺伝子

科学の成果と地質学の成果を結び付けて考察でき

るのは，化石の発見されやすい樹木の特徴である。

形態的特徴からみた場合，カバノキ亜科のハン

ノキ属やカバノキ属は基本的な形質を持っている

ことから，系統的にみて古い種族であるとされて

いる。ただし，植物が進化する形態のひとつとし

て一般的に認められている，染色体数を減ずるこ

とによって適応性の高い新しい種族が生まれると

する進化の立場からみると，アサダ属やクマシデ

属は11=8,ハンノキ属はn=7であることから，

ハシバミ亜科の祖先型(n=8)からカバノキ亜科

が分化したものとみることもできる。カバノキ科

のなかで，もっとも進化した形態をもつとされる

種族，アサダ属，クマシデ属が，カバノキ科のな

かでの基本的な染色体数を保っていることは，植

物の進化形態を考えるうえで興味深い。また，ハ

シバミ亜科は温帯の湿潤気候を生育域とし，一部

準乾燥気候に適応していった種族であって，環境

に対し保守的なのに対し，カバノキ亜科は系統的



には2属しか分化せず，また，分子生物学的成果

からみると進化速度が著しく遅い種族とされてい

るが，寒帯の劣悪地から一部熱帯にまでの適潤，

湿潤気候に生育域を拡大してきた環境に対して戦

略的な種族である。

また，カバノキ科植物とブナ科植物は，ともに

第三紀周北要素の主要な構成種として数千万年の

あいだ繁栄してきた種族であるが，多くのブナ科

植物が極相構成種として，主として温暖な適潤気

候で肥沃な立地を適地としてきた中庸な種族であ

るのに対し，カバノキ科植物は，遷移の先駆種や

極相のなかの伴生種，二次林の構成種として，ま

た，亜寒帯，半寒帯，乾燥地職湿原，特殊岩，

崩壊地などの劣悪な環境に適応して生態的な地位

を占めてきた進取的な種族である。このようにカ

バノキ科植物は，他の種族の入りこめない環境に

適地を見い出して繁栄してきていることから，相

対的に新しい種族であることを示している。

鯵香りで判るカバノキの仲間鰯

カバノキ属植物は，高木・亜高木・低木，北半

球の温帯から亜寒帯を中心に5()種余り，日本に

11種,中国に29種,北アメリカ9種，ヨーロッパ

5種が生育する。中国，日本には，ほとんどの節，

亜節が生育し，かつ，36種余りの穂が産すること

から，日華地域で種分化し，かつ系統が保存され

てきたところである。カバノキ属は周北の温帯林

や北方林を代表する樹木であるが，極地のツンド

9

ラ低木林を形成し，一部の種は熱帯にまで生育域

を拡大している。また多くの種が石灰岩や超塩基

性岩など特殊な立地に生育し，適応域はカバノキ

科のなかで最も広い。カバノキ属植物は，開葉ど

きによい香を発散させる。この冬芽の香りは，種

ごとに成分が異なっていて，カバノキ属のすべて

の種が香り成分の組成によって判別できる。この

香り成分は花の香りと同じものであるため，開葉

時にカバノキの林に入ると，花園にたたずむ気分

で香りにひたることができる。そして香りにはち

ょっと人を興奮させる成分も含まれていて，うき

うきした気分となる。

カバノキ属植物は風媒によって交配するが，他

個体の花粉によってのみ受精するという著しい自

家不和合性の植物である。このため，カバノキ集

団は花期を同期させなければならない。カバノキ

属の開葉期に香るのは，集団内の全個体を一斉に

開葉，開花させて，上手に交配を行わせるもので，

香り物質が開葉，開花を同期させる生理活性の役

割を担っているものとみられる。

香りを基準にして世界のカンパ類を分けると①

シラカンバ，②ヤエガワカンバ，③ミズメ，④ダ

ヶカンバ，⑤オノオレカンバ，⑥アポイカンバ，

⑦ナナカンバ，⑧ウダイカンバの8系統に区分さ

れる。そして香り成分からみたカンパ属の基本的

なタイプはオノオレカンバ類であると予測してい

る。

カバノキの仲間一プロフィル（香りを基準とした分類）

◆シラカンバ◆(B""/"〃〃な”弧〃Var.ﾉ"0"")

高原の風物詩を飾るにふさわしい清楚な白い肌は，

都会に住む人々にとってのあこがれの樹木である。皇

后陛下美智子さまの御紋として有名である。l1l火事あ

とに純林を形成する。高木，本州中部以北，北海道の

冷温帯に生育する。種子は70℃で発芽抑制の効果を解

除する特性をもっているため，山火事に適応していっ

た種といえる。

更新が容易で成長が早く11トン/ha/年もの収蛍を

期待できる樹種であることから，地球温暖化対策にあ

たっての北方地域の炭酸ガス固定のための造林樹種と

して，またクリーンなバイオマス（生物〃&)資源とし

て最も重要な樹種の1つにあげられる．シラカンバ類

のバイオマスが大量に造成されるようになると，飼料

として家畜を養い，化学原料として炭素繊維に変換さ

れるなど，食綴・石油不足時代の未来資源として将来

評価されよう。

シラカンバ節(A""e)のなかでは，北方針葉樹林の

二次林描成種として広域に分布する種が多い。コウア

ンシラカンパ(B."IZzblp妙脆）はユーラシア大陸のバ

イカル湖以東に分布し中国東北の主要樹種を構成する。

四川省の亜高山に産するシセンカンバ（E""/y"胸,j

"var.sz""""""")は，この節の最も低緯度にまで

分布する極である。

バイカル以西には,ヨーロッパシラカンバ(B."e"-

""〃;2n=28)とケカンバ(B〃"6es""s;2n=

林業技術No6551996.1()
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56）が分布している。I苅種は非常に類似するが，葉枝

の毛の有無，樹形，葉形によって識別できる。ヨーロ

ッパシラカンバは無毛，しだれ枝，ポプラ状の葉形で，

ケカンバは有毛,斜状枝,広被針形であるが,南ドイツ

産など毛の有無以外は区別できないものもある。しか

しながら，冬芽の香りを嗅ぐことによって容易に両者

の区分ができる。前者の成分はリナロールオキサイド

が多く，単一成分量が少なくかつ成分の種類が多いの

に対し,後者は,カリオフイレンが主体で,成分の種類

数が少なく特定の成分含瞳が多い。ケカンバの精油は

バーチバットオイルとして香水などに使用されている。

また，フィンランドのサウナでカバの枝で体をたた

くのは，精油成分の生理活性効果を期待したものであ

ろう。ケカンバは劣悪な気候下にも適応しており，変

種のトルトーサカンパ(B〃""eS""sval･.加ｿ加Sα）

は低木化して高山や北極圏に生育し，グリーンランド

やアイスランドにまで分布し，ノールウェイの海岸部

ではヨーロッパにおける亜寒帯落葉広葉樹林を形成す

る。イベリアカンバ(B"》'"舵"";2n=56)はケカ

ンバのイベリア半島での地方型である。北アメリカに

はパピリフェラカンパ（β,〃“｣')"eﾉ･〃;2n=56,70,

84）とその変種が広域に分布する。染色体数が最も間

倍数化し，精油成分が酢酸とオイゲノールに特化して

いるのが特徴である。ケナイカンバ（丑kg""m;2

n=70)はアラスカに分布し，日本のシラカンバと関連

づけられたが,染色体数が異なる。ポプラバカンバ(B

pOp"〃bIM;2n=28)は，東部の温帯域に分布する。

寿命は20-30年程度と短かく,典型的な先駆樹種で撹乱

された跡地に更新する。

◆ヤエガワカンバ◆（βg畑〃”〃〃たα;211=56)

高木，本州中部の高原，北海道十勝地方に生育し，

中国東北，ロシヤのダフリヤ地方が分布の中心である。

樹皮は暗褐色で，何層にもはがれた形態からこの名称

がある。精油成分の特徴からは，北アメリカのパピリ

フェラカンバに近い。一名コオノオレは材が硬いこと

に由来する。薪炭材として使用されてきた。

◆ミズメ◆（βα"〃97|りss";2n=28)

一名アズサ。高木，本州岩手県以南，四国，九州に

分布する。北アルプスの上高地を流れる川の名で知ら

れるアズサはミズメの地方名である。材質が強じんの

ため梓弓や道具の柄に使用され，器具，家具，床板な

ど広葉樹材として広く用いられている。樹皮や冬芽か

ら発するサロメチール様の香り（メチルサルチレイト）

に，この植物を印象づけられた人も多い。この香りは，

北米産の近縁種レンタカンバ（β､彪泥/";211=28)JP

ルテアカンバ(BI""";2n=56)にも多鎧に含まれ

林業技術N(J.6551996.1()

ており，アメリカ人は特にこの香りに新鮮な親しみあ

る感じを持つらしく，レンタカンバをスウィー1､バー

チ(sweetbirch)と呼んでいる。サロメチール様の香

りに特化しているウラジロカンバ（β､“”〃b伽）は
本州東北地方から中部山岳，大台が原の亜商山に分布

し，これらは系統的に一つのグループとしてまとめる

ことができる。レンタカンバの別名chel･rybil℃hや，

ミズメの英名Japanesechel･rybirchは，材の色調が

桜色をしていることからきている。肉色の色調は家具

や屋内の内装として好まれている。

◆ダケカンバ◆（β“"〃“･ﾉ"α"〃;211=56)

高木，日本列島からオホーツク海を囲むように分布

しており，北アジア太平洋要素と呼ばれている樹木で

ある。亜高山の森林限界を形成する土地的極相種とし

てのほか，北海道東部の羽尻lillliから千島ﾘ島，カムチ

ャッカの湿潤な亜寒帯で極相林を形成し，森林帯優占

種となっている。また陽樹としての種特性は，亜高山

帯や北海道東部での山火事跡などの二次林を形成して

いる。ダケカンバが極相を形成することができるのは

寿命が高いためで,平均樹齢は200年を超える。新緑の

風のない晴れた朝，ダケカンバ林はブイI､ンチッドで

青くかすみ，ベンジルアルコールを主とした森の香り

は，登山の楽しみを倍加させてくれる。系統的に近い

チョウセンミネバリ(BcOs/"")は，芽鱗無毛，朝

鮮，中匡I東北，アムールに分布し，ウテイリスカンパ

(B〃""S)は，樹皮暗紅褐色，ヒマラヤから中国河北

まで広く分布する。ダケカンバの冬芽にはメチルサル

チレイトは含まれていない。これまでミズメを同じ仲

間にいれていたが区別するのがよい。

◆オノオレカンバ◆（β“"〃“/"ﾉ2"";2n=28)

斧を折るほど材質が硬いので，この名称がある。東

北北上111地から南アルプスの山岳地帯の土壌の浅い尾

根や岩石地に生育する。カバノキ属のほとんどの種が

もっている特徴ある香り成分をわずかずつ保有してい

る。倍数化によって特定の香り成分に特化していくカ

バノキ属の一般的な特性とあわせて判断すると，カン

パ類の香りの成分の進化的立場からみてカバノキ職の

祖先型を伝えている種であると推定される。朝鮮が分

布の中心でウスリーから中I封東北にかけて分布する。

ジゾウカンバ（且gﾊﾌ゙ 6”た"）は関東山地から秩父山

地の温帯上部から亜間山帯下部の岩尾根に特産し，チ

チブミネバリ(B6吻施〃6"e"sjS)は，秩父山地と北上

山地の石灰岩地に特産する低木である。またI,ウカン

バ(B.c"伽g"sお)は亜高木，低木で，朝鮮，中国河北

から束北部に分布する。

◆アポイカンバ◆(B""ﾙ7α"oic"sis;211=28)



北海道日高アポイ岳には低木性のアポイカンバが特

産する。アポイ岳は1000mに満たない山岳であるが，

地質は超堀基性岩のかん覧岩からなり，ヒダカソウ,エ

ゾコウゾリナ，エゾキスミレなど特殊な高山植物が生

育しているため,天然記念物に指定されている｡アポイ

カンバは尾根筋の岩石地に小群落を形成し，個体数は

少ない。これから保謹育成していかなければならない

種である。周辺にダケカンバ類が成立していることか

ら,これまで雑種説が提起されていたが,染色体数がダ

ケカンバと災なること，減数分裂後期で遅滞染色体が

みられないことから,明かな種であることがわかった。

◆ツンドラ低木原（イエルニク）◆

北極をとりまくように発達するツンドラ地帯には，

低木性のカンパ林が発達している。このツンドラ低木

林はロシヤではイエルニクと呼んで，ツンドラ地帯の

燃料として利用されている。この低木原を構成する樹

種には，2系統，1中間系統があり，系統内の種はそ

れぞれ分布域を異にし，棲みわけている。

第1の系統のナナカンバ(B.""";2n=28)は，

グリーンランドから中央シベリアまでの広域のツンド

ラ湿原や山地に低木林を構成している。また中央シベ

リアから北アメリカまではヒメカンバ(B."""S;2

n=56)によって占められる。系統的に古い2倍体のナ

ナカンバがユーラシア大陸西部に，新しい4倍体が東

部から北アメリカにかけて分布している。

第2の系統のフミIノスカンバ(B/""""jS;2,1=28)

は，ヨーロッパアルプスからバイカルより西の中央シ

ベリアまで，分布域の北部はナナカンバと重複するが，

より南方の地域に分布している。バイカル東部からア

ムールにかけては，無毛のヒメオノオレ(Bか"雄0sα

;2n=56)が，アムール，中国東北，内蒙古大興安嶺

には枝や葉に赤褐色毛が生じるオバリフォリアカンパ

(B・”α〃b伽）が生育し，北アメリカではピュミラカ

ンバ(β・〃"""伽)が分布する。ナナカンバのグループ
と同様にユーラシア大陸西部に2倍体の古い型が，東

シベリアから北アメリカにかけて広域に4倍体種が分

布する。アポイカンバ，ヤチカンバ(B.""z"k"""）

は減数分裂の観察では2倍体であったから，極東のヒ

メカンバ類の祖先型とみることができ，日本には極東

の古い起源の種が通存しているといえる。

中間的な系統は，中央シベリア南部からアルタイ地

域に生育するマルバカンバ(B.7℃〃"〔〃b/"),極東の

アムール川北部から樺太にかけて分布するポロナイカ

ンバ(B."z城ね"”》瓶）である。この2種はナナカン

バの仲間に入れられているが，フミリス系とも互いに

分布域を異にして棲みわけており両者の中間型ととら

1]

えられる。

◆ウダイカンバ◆(Be加〃”α""zoz"cziα"α;2n=28)

高木，北海道，本州中部以北に分布し，本州では特

に概造山地に多い。吹雪や降雨のなかで暖をとるため

の焚火で，ウダイカンバの樹皮の恩恵を受けた人は数

しれない。火つきがよく，よく燃えるからである。和

名は鵜飼のときに使うたいまつとして樹皮が用いられ

たことに由来する。

森林家は，真のカンパであるとしてマカバの名を用

いている。これはカンパ属のなかで最も材質が優れ，

レンタカンバやミズメよりも色調がよく，特にアメリ

カ人に好まれ，最高級の家具や内装材として用いられ

ているからである。また，ピアノの弦をたたくハンマ

ー用の最良材として，目立たないところで最高のピア

ノづくりに貢献している。日本の冷温帯の極相を構成

している種であるが，山火事や地表が撹乱されたギャ

ップができるとすぐに埋土種子によって更新が行われ

る。陽樹で埋土種子による更新法を採用している特異

的な種である。また，山火事跡では純林を形成するも

のの，隣の個体と樹冠が接触すると一方が枯死してい

く不思議な特性があり，種間関係よりも種内関係が厳

しい秘である。冬芽の香り成分はメチルサルチレイト

のほか，ベンズアルデヒド，オイゲノールなどの抗菌

物質が含まれ，病害から防備している。野生の哺乳動

物は特にウダイカンバのシュートを好んで食べるのは，

この薬用効果のためと思われる。

ウダイカンバの属するBど加肱S"7･節は,花穂を2～5

個付けることから，形態的には古い形質である。東ア

ジアの日本，中国，ベトナム，ヒマラヤなどの暖・温

帯域に5種が特産し，一部熱帯域に達している。アル

ノイドカンパ(B""zoit"s)は長円柱形の雄花穂が

3～5個つき、属のなかで最も低緯度まで分布する。

【参考文献】
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北上山地

の警世蝿ゞ
l森林総合研究所東北支所育林技術研究室長言の多様なバリエーション●毎単純なカバノキ属の多様な（

筆者が国有林に在職していた当時，施業計画担

当者の間には,｢われわれはカンパが更新すればよ

いといった施業を目指しているのではない」とい
きようじ

う一種の瀞'侍があった。このようにカンパ類は，

放っておけばどこでも簡単に生えるものと考えら

れてきた。彼らは先駆種の典型として，多量の種

子を風でまき散らし，荒れ地を占拠して二次林を

作るという，シンプルなシナリオの持ち主と見な

されてきたのである。ところで筆者の住む岩手県

の北上山地は，世界で最もカバノキ属の種類が多

い地域の一つで，7種ものカンパが生育している。

類似した種が同所的に分布するためには，単純な

中にも何らかの仕組みがあると考えるのが自然で

ある。そこでこの地域に優占するシラカンバ，ウ

ダイカンバ，ダケカンバの3種について，それぞ

れがどんな所に，どんな理屈で生育しているのか，

調査を行った。

●北上山地でのカバノキ属の生き方参

まず，シラカンバとウダイカンバについて見て

みよう。北上山地を車で走ると，両種は交互に現

れ，一見，その分布には決まりがないように感じ

られる。ところが，生育箇所を地図に落としてい

くと，それぞれの分布が地域的なまとまりを持ち，

シラカンバは準平原上に，ウダイカンバは開析の

進んだ急斜地を中心に分布することがわかってき

た。そこで，それぞれの地域の，過去，森林法に

より火入れが規制される以前の土地利用を，初期

の陸測図や施業案林地簿から再現したところ，シ

ラカンバの分布する準平原は放牧採草地として，

ウダイカンバの分布する急斜地は天然林として維

持されてきた履歴を持つことが明らかになった。

では，どうして2種のカンパは，異なった土地

利用様式により分布を分けているのだろう。その

ことを考えるために，両種の生態的な特性を調べ

てみた。その結果両種は先駆種として，多産，種

子の広域散布，発芽に林床の落葉層の除去が必要

なこと，当年生実生の低い生残率，速い初期成長

等の点で類似するが，その他の点には明瞭な違い

があった。つまり，シラカンバは豊凶差が小さく

ほぼ毎年結実するが，ウダイカンバは豊凶差が大

きく，豊作年の間隔もやや長い。土壌中に埋蔵し

た種子は，シラカンバでは大半が1年以内に発芽

時間

シラカンバ’一

ウダイカンバ■■■■■

－－’鍵!‐‐‐：｡生破

消滅

草地の場合

℃
ｐ
Ｄ
屯
昂
○
設
少
ダ
ダ
砂
。
貼
妬
％

マ
■
。
。
■
。
■
●
。
■
。
●
■

。
■
●
●
、
Ｏ
■
●
●
ｂ
ｅ
◆
Ｇ

評
溌
幾
鯵
溌
韓
や

一
一ｆノ

ミ

ン

ノ

ン
カ
カ
イ
ラ
ダ
シ
ウ

消滅

ﾛ■■溌篭ﾆﾆﾆ聖ﾆﾆｰ生磯

図①シラカンバとウダイカンバの

生活史と，土地利用により異

なる撹乱の間隔との組み合せ

（大住，未発表）

更新成長種子生礎X
－マーー

天然林の場合

凡例
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力を失うが，ウダイカンバは数年以上に

わたって発芽力を維持し，その結果，母
高

樹の近傍の土中には多量の発芽可能な種

子（埋土種子）が蓄積される。シラカン

バは早熟で,10年生以下の小さなうちか

ら種子を付け始めるが，ウダイカンバは

晩生で40～50年生の大きなサイズに達 気
温

しないと種子を付けない。シラカンバはー

短命で150年生を超えないが，ウダイカ

ンバは長命で300年生を超える個体もあ

り，地域の優占種であるブナの寿命に匹

敵する，などといったことである。
低

以上のような分布と生態的な特性の絡

みから，北上山地における両種の生き方

は，次のように解釈できるだろう（図

①)｡南部領は過去より馬産が盛んな土地

であり，北上山地にも多くの「牧」が置

かれてきた。このような放牧採草地では，

短い周期で火入れが繰り返された結果，

更新後短い年数で種子を付け始めるシラ

カンバは生き残ることができたが，成熟まで長期

間を要するウダイカンバは消滅していった。一方，

急斜地は牧場とならず，ブナを主とした天然林が

温存されてきた。そこではカンパ類が更新できる
かく

ような大きな撹乱は，長い間隔をおいてしか起き

なかったであろう。したがって寿命が短いシラカ

ンバが，ここで生き残ることは難しいが，ウダイ

カンバは長い寿命により，長い期間次の更新の機

会を待ち続け，生き残ることができた。また，ウ

ダイカンバの蓄積された埋土種子は，凶作年に撹

乱が起きた場合でも更新することを可能にした。

かくして，火入れが停止された放牧跡地にはシラ

カンバの二次林が，天然林を伐採した跡の造林地

にはウダイカンバの侵入した混交林が形成されつ

つあるのが，現在の状況であろう。

あえて単純化すれば，シラカンバは草原に結び

ついたカンパであり，ウダイカンバは森林に根差

したカンパであるともいえよう。余談になるが，

シラカンバの近縁種はヨーロッパから北米まで北

半球の高緯度地方に広がっている。一方ウダイカ

△

価

ダケカンバ

l

l

l

（
標
高
）

（
気
温
）

1
「
４ウダィヵンバシラカンパ

I
低低

一
低
報

←

(撹乱の頻度）

（土地利用）

局
榊

図②北上山地におけるカバノキ属3種の生育場所の模式図
（大住，未発表）

ンバは，いわゆる日華区系で，近縁種は低緯度の

中国南部の森林地帯に分布するという。今は日本

でたまたま隣り合わせで分布し，野外で中間型も

見つかるほどに近縁に見える両者であるが，それ

ぞれの種のたどってきた歴史は全く異なっている

ように筆者には思われる。

では，ダケカンバはどう位置づけられるのだろ

うか｡ダケカンバは,北上山地では標高1000m以

上の尾根筋を中心に生育する。種子の散布，発芽，

実生の生残等に，他の2種との決定的な違いは認

められない。種子の寿命は短く，多量の埋土種子

を蓄積することはない。シラカンバ同様に若いう

ちから種子を付け始めるが，寿命は逆にウダイカ

ンバのように長い。樹高成長は，尾根筋近くでは

シラカンバとほぼ同等であるが，標高が下がるに

つれて大きく低下し，シラカンバを下回るように

なる。このように，早熟で長寿なダケカンバは，

放牧地，天然林内を問わず生き残ることが可能で

あったと考えられる。しかし，おそらく，シラカ

ンバに比べて低温に強く高温域で弱い光合成能力

祢梁技術No.6551996,10
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が'),低標高域における競争力を減じ，彼らの分布

を尾根筋に留めてきたのであろう。

以上の3種のカンパの北上山地での生育場所は，

図②のように整理することができる。このように，

北上山地での現在のカバノキ属の分布には，土地

利用の履歴，つまり人と森林のかかわりが大きな

影を落としている。人口が多いわが国では，少な

くとも中世以降，火入れによる草地や焼き畑の造

成，失火による山火事，炭焼き，伐採などの人為

が，最も主要な森林の撹乱として存在し続け，カ

ンパ類は，それぞれの種により異なったやり方で

これらの撹乱を利用してきたのであろう。ここで，

人間の活動が単に撹乱依存種を増加させるだけで

なく，人為撹乱のあり方により，異なった種を侵

入させてきたことは興味深い。森林の撹乱として

の人為のもつ意味については，カバノキ属にとど

まらず，広く国内の森林の成り立ちを理解するた

めにも，今後検証を深めていく必要があるだろう。

⑥施業への示唆●

さて，これからのカンパ類の生態的特性から，

カンパの取り扱いについてわれわれは何を学べる

のだろうか？カンパ林の施業については，すで

に北海道2,3)や北上山地4,5)における研究により，そ

の枠組みは明らかにされているので，ここでは更

新を中心として，重複しない点をいくつか指摘し

ておきたい。

●カンパは単純でも多様である：前述のように，

カバノキ属はすべて先駆種的な性格を持つものの，

その生態的特性は種により異なっている。したが

って，すべてを一律に取り扱うことは無謀である。

●更新には十分な種子の供給が必要である：カン

パ類が旺盛に更新している所への種子の落下量は

数千個/mzに達する。カンパは当年生実生の死亡

率が極めて高く，確実な更新には多量な種子を必

要とする。したがって，多少の種子の直播きで成

林させることは難しい。また，種子は数kmも飛散

するとよく強調されるが，わずかな種子の飛来で

は更新は期待できないので，施業上，その散布能

力を過大評価することは危険である。ウダイカン

バの人工林への混交もよく取りざたされるが，こ

林業技術No.6551996.10

れは埋土種子に負うところが大きいと考えられる。

ゆえに，伐採前にすでに母樹がなく，埋土種子の

蓄積のない所での混交は期待簿である。

●カンパの更新するチャンスは一瞬である：カン

パの実生が根を定着させるためには，鉱物質土壌

が露出している必要がある。造林地に侵入するカ

ンパを観察すると，伐採，地栫え，植え付け作業
か

に伴い地表が掻き回される1～2年の間に更新し

ている。そしてその後，地表が再び落葉に覆われ

てしまうと更新できない。したがって，1度ヤブ

やササ原になってしまった所で，カンパによる森

林の回復を期待しても容易ではない。

●カンパの資源回復は必ずしも速くない：早生，

早熟で回転が速いと思われているカンパ類である

が，寿命が短いのはシラカンバ(～150年)く．らい

であり，ウダイカンバやダケカンバ(～350年)の

寿命はブナに匹敵する。さらにミズメ（～450年）

やオノオレカンバ(～500年以上)は冷温帯林内で

も長寿に属し，成長も極めて遅い。このことは，

これらの種の資源の保続には，かなり気を使う必

要があることを意味している。

カンパ類を調べてきた結果，筆者が得た印象は，

冒頭で触れた「カンパごとき」というわれわれの

認識が，実はおごりではなかったのかということ

である。カンパ類といえども，資源として管理し

利用しようとするならば，周到な施業と十分な時

間が必要であるということを，あらためて理解し

ていただきたいと思う。

【文献】
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|北海道興部道有林管理ｾﾝﾀー

舞台となるのは，北海道の北部，オホーツク海

に面した興部（おこっぺ）町に広がる道有林（約

33,000ha)です。北海道の天然林施業では古くか
き

ら，ダケカンバ，ウダイカンバの大径木を伐って

きました。優等生たちは銘木市へ，合板工場へと，

エリートとして就職していきました。しかし，こ

のカンパたちは，私たちが施業を始めたころには

もう成人していましたので，育てたというには当

たりません。

私たちが初めて子育てを経験したのは，道内に

広く分布する山火事跡に更新したカンパ類の二次

林でした。明治時代後半の開拓期には各地で山火

事が頻発しましたが，特に乾燥期の春先には大き

な火事が起こりました。オホーツク海沿いではこ

の時期，強い南西風が吹くとフェーン現象が起こ

り，たちまち火は燃え広がります。人力で消火で

きる見込みもなく，住民もいない山の火事は放置

され，広大な焼け跡が残されました。こうなると，

いち早く侵入するのは風に乗って勢力を広めるカ

ンパ類でした。こうしてできた二次林は，狭いわ

が家だけでも7,200haと管理面積の

2割近くになります。カンパ林はその

代表といえましょうか，その8割以上

を占めています。

こうして誕生したカンパたちは，初

めての経験でぎこちない私たちの世話

を受けながら，すくすくと育っていき

ました。しかし，順調に見えた子供た

ちの行く手にも苦難の時期がありまし

た。もう，かなり昔のことになります

が，戦後の林力増強計画では針葉樹ば

かりがエリート扱いされ，カンパたち

は落ちこぼれ，落第生の烙印を押され

てしまいました。すぐにでもパルプエ

場に就職せよ，との命が下されました。でも，そ

んないじめまがいのことが，いつまでも続けられ

るわけがありません。まもなくカンパたちは実力

が認められ，進学できることになりました。

昭和42年から本格的な間伐が始まって,これま

でに2回目も含めて延べ7,000haほどの手入れ

をしました｡この間には,間伐で早く就職した者が

主にパルプエ場へ行きましたが，景気のいい時期

もけつこうあり，人並みのお役には立ったようで

す。そのうち，もっといい職に就きたいという子

が増えてくると，地元の人たちが割箸工場を作っ

てくれ，受け入れ先となってくれました。そこは

若いうちに就職する子供たちにはうってつけの職

場でした。成長の早いシラカンバは特に評判がよ

かったようです。写真①はそのころのようすです。

やがて，ウダイカンバの中には，早くも合板工

場に就職するものも出てきて，わが家で最も活気

のある時期を迎えました。このころの林分はとい

うと，写真②のような外観ですが,ha当たり

1,400本,160m3,上層木は胸高直径20cmから36

写真①割箸原料のシラカンバ丸太

林梁技術No.6551996.10
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写真②1回間伐済，約80年生のウダイカンバ林

Cnlで250本といったところが代表的なものでしょ

うか。

秒＊＊

わが家には3種類の個性を持った子供たちがい

るので，ここで簡単に紹介します。

シラカンバは，いちばん成長が早く，小さいこ

ろからほかの子を押しのけていばっています。そ

の代わり早熟で,70年もたつと元気がなくなって

くるようです。好みの場所も標高の低い所です。

ウダイカンバはわが家では優等生で，成長もわり

と早く，大きくなると就職先もいちばん多いでし

ょう。少し気難しいところもあって，ちょっと思

いどおりに枝を伸ばせないと，すぐに枝を落とし

てしまい，すねていることもあります。好みもう

るさく，標高の低い所から，少し上までに生えま

すが，風当たりの強い所は好きでないようです。

見た目ほど多くはないのですが，わが家ではいち

ばん目立つ存在で，代表種などとも呼ばれていま

す。最近では合板工場に就職する者が多く，その

うち，銘木市へ行くのが当たり前となってくれる

のではないかと楽しみにしています。その意味か

らも代表といえそうです。筆者と一緒に写真に写

っているのが，そんな中の1人です(写真③)。最

後にダケカンバですが，ひと言でいうと辛抱強い

子です。ふだんはあまり目立たないのですが，標

高の高い所など，ほかの子供が行きたがらない所

休業技術No.6551996.1()

蜀園零毎分 ては，手を掛けるほど子供の成長が

よいことを願うものです。ところが

私たちがこの子たちの面倒を見るよ

うになったときには，すでに林齢は60年に近く，

もう成年期に近かったのです。樹高は限界近くま

で達していましたし，下枝の枯れ上がりもかなり

進んでいました。悪いことにカンパ類は，樹冠が

競合すると触れ合った枝が枯れてしまう性質があ

り，高密度のまま育つと樹冠が極端に小さい，ひ

ょろひょろのもやしっ子になってしまうのです。

こうなると，一生懸命世話をしても期待したほど

成績が伸びず，親としてはやきもきします。早く

から上層間伐を取り入れ，のびのびと育てるよう

に努めたつもりでしたが，もう少し早くから手を

かけるべきだったと反省し，今は弟妹たちの育て

方を思案中です。そういっても仕方がないので，

今の子供たちは少しずつていねいに根気よく育て

て，立派な就職先を見つけてあげようと育児方針

を変更しました。間伐の間隔を20年から15年に，

伐採率を33％から25％にして現在に至っていま

す。

また，少し前から，遠い親戚に当たるという仲

間たちが中国や当時のソ連から帰り始め，そのう

ち割箸になって帰ってくるものが多くなりました。

そのため，じきに地元の割箸工場はなくなってし

まいました。産業の空洞化といわれるやつが，こ

んな田舎にまで来るとは思いませんでした。その

うちに，バブルがはじけたとかいって景気が悪く

なり，パルグエ場に就職する子たちも給料は安く，
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えてくるのですが，いかんせん，こ

の子たちが真価を発揮するのは40

cm以上なのです。樹冠が大きく，の

びのびと育った子はそれなりに成長

も早いのですが，ちょっとひ弱な子

が多いわが家では，じっと我慢して

100年から120年は育てなければな

らないと考えています。素質のある

子はもっと長く手を掛けてもいいと

思っています。

＊妙寺

ちょっと弟妹たちの話をします。

わが家には，孔状裸地という開かず

の間がありました。そこには，チシ

マザサ，クマイザサといった怖い連

中がいて，長年だれも入っていこう

とはしませんでした｡昭和40年代の

後半から，ここへ重機を入れて，サ

サたちを根こそぎはがすという
あらりようじ

荒療治を始めました。これがうまく

いって更新成績は抜群，かき起こし

施業と呼ぶようになりました。ここ

でも真っ先に入ってくるのがカンパ

でした。少し多すぎるくらいなので

すが，それはぜいたくな悩みです。

25年ほどの間に，可能な所はほぼ更

新が終わり，そのほとんどがカンパ

林になっています。今度は私たちも

:ったわけです。背丈が10mほどに

写真③ウダイカンバと筆者

;蕊鎭寿一

灘
花

鑿麓
篭

罰

》

腿
蕊侭

1
覇 閏群

守
り

↑！

議灘 識唾

写真④かき起こし施工後20年のダケカンバ林

生みの親となったわけです。背丈が10mほどに

なったころで，本数がha当たり1万本以上もあ

りますから(写真④のように超過密状態)，このま

まではひ弱な子供ばかりになってしまいますので，

これまでの子育ての経験を参考にして丈夫に育て，

早くいい就職口が見つかるようにと思っています。

＊＊や

私たちのつたない子育ての経験を披露してきま

したが，実のところ試行錯誤で，まだまだわから

ないことだらけです。けつこうデリケートな面を

持つカンパたちの育て方について，ほかの地方で

経験の豊富な方は，ぜひ‘晴報をお寄せください。

大変な時期を迎えました。

このころには間伐も2回目になっていましたが，

2回目になるとこれまでとは選木の方法が違うの

で，私たちも戸惑いました。カンパたちは大きな

空間を要求するので，初めは成長のよくないもの

をどんどん除いていけばよかったのですが，本数

が少なくなると，1本伐るごとに大きく空間が空

くため，本数が減らしにくいのです。樹冠の拡大

も思ったようには進まないようで，成長は期待よ

りもやや少ないかもしれません。

末口径が24cI'1になれば,就職先はいろいろと増

林推技術No.6551996.10
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樺類の個性を生かした利用
F』 弓

囮
ﾛ～

唖
準

一≦舗一』

うえだともひこ

上田友彦

長野県工業試験場主任研究員

／

、

●はじめに●

カンパの類は，樹木の状態と木材として使われてい

る場合とに大きな落差が感じられる。高原リゾートを

象徴するようなシラカンバやダケカンバなどは用材と

してあまり使われず，木材として用いられる場合でも

カバザクラやミズメザクラというようにサクラ材の代

用のイメージがある。カンパの類は陽樹で比較的目に

つきやすく，使いやすい位置に生育しているが，ケヤ

キやミズナラのように木目を強調したり，トチノキの

杢のような個性が見られず，比較的地味な木材である。

日本ではカンパをあまり意識して使ってこなかった

のではないだろうか，カンパであることを主張した使

われ方をしてこなかったように思われる。しかし，私

たちの生活の周りを見ると，幾つかのカンパを見るこ

とができるはずである。いろいろな日用雑器，家具，

内装建材等多くのカンパがあり，巧みに使われてきて

いる。

鰯カンパの類の仲間と特徴●

カンパの類にはいろいろな種類があり，イメージを

ダブらせながら，私たちの生活に入り込んでいる。表

①にそれらの仲間を示す。

表①カンパの類の仲間

カンパの類

シラカンバ，ダケカンバ

ゥダィヵンバ（マヵンバ）

ミズメ（アズサ，ヨグソミオ､バリ）

オノオレカンバ（ミオ､バリ）

コオノオレ．チチブミネパリ

ジゾウカンバ，才､コシデ

アポイカンパ等々

~､

ノ

〆

L

｜カバノキ科

ハンノキ凧

クマシデ賦

ハシバミ風

アサダ閥

、

ノ

〆 －、

中国,ロシフ.,欧米等

レッドバーチ
イェローバーチ
ペーパーバーチ
ホヮイトバーチ
ォゥシュゥシラヵンバ

ー ノ

|”ｸﾗ属サクラ属

材葉技術No.6551996.10

日本にはシラカンバ，ダケカンバの類，ミズメ，ウ

ダイカンバの類,オノオレカンバなど10種類ほどのカ

ンパの類がある。中国，ロシア，欧米等にも多数のカ

ンパの類があり，最近ではこれらの国からの輸入も増

加している。また，ハンノキやシデの類もカバノキ科

に属している。さらにサクラの類も材質等が似ており，

混同して用いられている場合がある。ハンノキの類を

親戚とすれば，サクラの類は近所といえるかもしれな

い。そして海外のカンパの類は兄弟のようなものとい

える。もちろん海外にもハンノキやサクラの類があり，

これらも含めて把握する必要があるだろう。

カンパの類は一般的に散孔材で，比較的重硬な木材

である。その中でシラカンバは相対的に軽軟で，ミズ

メやオノオレカンバは重硬である。カンパの類は一般

的に大径化し，加工性，表面仕上がりが良好で，乾燥

による狂いも小さいので木製品にするのに適した性質

を持っている。しかし保存性は高くないので，外部や

水回りでの利用はあまり期待できないものとされてい

る。カンパの類はよくサクラの類と混同して用いられ

ており，材質も樹皮も似ている。ヤマザクラやシウリ

ザクラなども有用な木材で，ミズメやウダイカンバと

同様に日用雑器，家具，建材等に幅広く用いられてい

るが，カンパのほうが導管が少し大きく，顔料着色等
I)ようが

により引き締まった仕上がり感が得られ，それを凌駕

する利用が見られている。

鋤カンパの類の利用鰯

◆ミズメとウダイカンバ

ミズメやウダイカンバはサクラ材として流通し，ミ

ズメザクラ，カバザクラと称して家具や内装建材等に

広く用いられている。

ミズメは分布が広いので，アズサ，ヨグソミネバリ

等いろいろな名で呼ばれている。カンパの類の中では

亜硬で割れにくく，狂いにくく,加工性や表面仕上がり

も良好なことから，多方面にわたって利用されている。

ウダイカンバはマカンバという別称がある。ミズメ同

様に狂いも小さく，加工性や表面仕上がりも良好なこ
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とから，用途も広い。

松本民芸家具をはじ

めとする全国の民芸家

具や民芸調と称する家

具，木製品，建材等は

ミズメやウダイカンバ

が主として使われてい

る。写真①～③に民芸

家具の例を示す。民芸

家具は薬品着色とラッ

カー仕上げを基本とし

て独特の民芸色を表現

し，高級家具として一

般に定着している。

として手作り家具の例

写真②書斎セット（ミズメ材）

写真①ロッキングチェア

（ミズメ材）

写真④～⑤に新しい流れとして手作り家具の例

を示す。提野県ではこういった作り手が多数在住

し，個'|'I:ある製品が作られている。このようにミ

ズメやウダイカンバは洋家具としてミズナラと並

んで駁も有用な木材であり，散孔材としては屈指

の評価を得ている。この分野では，サクラ材の代

用のイメージからカンパ材であることを強く主張

写真③応接セット（ミズメ材）

■些一．．
~

写真④くりぬきベンチ（ミズメ材）

ー

八

一譲扇
一一

句
夙
函

"

●
ｰ

写真⑤食器棚
（ウダイカンバ材） 写真⑦お椀（ミズメ材）写真⑥木製ロクロ製品（ミズメ材）

林巣技術No.6551996.1()
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した製品化が行われるようになってきている。

写真⑥～⑦にロクロ製品に用いられた例を示す。カ

ンパ材の特徴を生かしてサラダボールや菓子器などに

使われている。特にミズメは狂いにくく，割れにくい

ので，お椀などの漆器木地としても賞用されている。

写真⑧は臼および杵で，硬さや割れにくさからケヤキ

と同様に使われている。

そのほかカンパ材の良さが発揮できる日用木製品に

もいろいろと使われており，靴べら，ブラシ，箸，櫛

など小物製品，織機，鍬など農具の柄，機械箱，また

菓子の木型，靴の木型，ガラスの木型等にも広く用い

られている。

量的に最も多く用いられているのは建材，特に内装

建材と思われる。床材や壁材にミズメやウダイカンバ

が用いられる例があり，ミズナラなどとともに広く使

われている。ウダイカンバの突板合板も一般化し，フ

ローリングや家具，建具等広く用いられている。最近

では海外からのカンパ材もこの分野を中心として輸入

されてきている。またウダイカンバは素直で通直性が

あり，なげしやかまち材に賞用されている。

◆シラカンバとダケカンバ

樹木として高原リゾートを象徴するシラカンバやダ

ケカンバは，大径材が少ないので木材としてあまり使

われていない。カンパ類の中では比較的軽軟で，保存

性も低く，虫害を受けやすいので，長期にわたって利

用したりするようなところにはあまり使われていない。

割箸やアイスキャンデーのスティック等の使い捨ての

もの,散孔材および木肌の白さを生かした欄のつま
み等の器具や部品，玩具等に用いられている例がある。

長野県では，樹木のさわやかなイメージを込めて樹皮

を残した写真⑨～⑪のような観光土産品が作られてい

る。

シラカンバは比較的軽軟なことから，木彫を施され

る場合も多い。写真⑫～⑬のような木彫製品も見られ

る。松本市を中心とした観光土産品の産地として全国

に出荷されている。

ダケカンバは中国やロシアより輸入され，家具や内

装建材にも用いられている。

◆オノォレヵンバ

オノオレカンバはミネバリとも呼ばれ，斧が折れる

ほど硬いという意味のカンパで，腱具の柄や洋杖，ゲ

ートボールのスティックなど硬さを必要とするものに

使われている。材質は織密，重硬であり，ネバリ強い。

長野県の木曽では，お六櫛と称するオノオレカンバに

心

RI

jb

心
１
ｈ
Ｊ

巳
。
．

寺

写真③臼と杵（ミズメ材）

,心
～

扉コ
ー

1－

篭
．

I

鑿
イ

己

茜

『
‐
略

導

画ア凹

鍛歸侭や 驫議 烈啄
竺

一尋ドー･甥.ざ童零選蕊 即『
負l箔

→
‐

勺一

写真③人形（シラカンバ材）
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写真⑩コケシ（シラカンバ材）写真⑪雷鳥木彫り（シラカンバ材）



写真⑫クマ木彫り（シラカンバ材）

岨色日

11’

写真⑭櫛（オノオレカンバ材）

よる櫛の産地がある。写真⑭～⑮に櫛や髪飾りを示す。

鋤おわりに●

カンパの類は広葉樹の中ではあまり目立たないが，

散孔材の中では重硬で狂いが少ないなど木製品に非常

に適しており，最も有用な木材といっても過言ではな

い。またシラカンバのようなさわやかなイメージをも

つものから，ミズメやウダイカンバのような木材とし

て有用なもの，オノオレカンバのような個性的なもの

まで含まれており，総合的に特徴のあるグループとい

える。サクラも桜の花や木材としての有用性といった

総合性から同様のことがいえるかもしれない。

環孔材のような派手さがなく，杢を生じることも少

21

写真⑬犬の楽団（シラカンバ材）

一

写真⑮髪飾り（オノオレカンバ材）

ない。針葉樹でいうと，スギやマツのように木目の強

いものとヒノキのようなおとなしいものとの関係が，

ケヤキやミズナラのような環孔材とカンパやサクラの

ような散孔材との関係に似ている。こういった特徴の
なさが木材としての存在感を意識的に強調することも

なく，空間や環境に自然に溶け込ませるものではない

かと考えられる。

なお，写真は㈱松本民芸家具(写真①～③)，信州木

工会（写真④～⑤)，大蔵物産㈱（写真⑥～⑧)，㈲高

怖工芸製作所(写真⑨～⑬)，篠原お六櫛工房(写真⑭

～⑮）から提供していただいたものである。

森の研究者からのみどりのメッセージ
森

森林科学室繍肺
森を守り育てる最新の知識をやさしく紹介する科学情報誌｡16号(1996.2）
からは，見やすく，読みやすく，わかりやすくをモットーに誌面刷新／

＜最近の記事紹介＞特集・森林で地震災害を防げるか／特集・森林と微生物の共存／シリーズ・
森をはかる(樹高をはかる,森の葉の面積,森の中の光の量,樹木の中のポテン
シャル,森林の血縁関係をはかる,カモシカ･シカの生息数をしらべる),他

お申込先日本林学会事務局TEL0FAX共用03-3261-2766〒102東京都千代田区六番町7日林協別館内

岬学

壼

林業技術No.6551996．10
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蟹

オノオレカンバのE睡章材利用

印章生産が重要な地場

§
ワ酢

四

W

オノオレカンバ｜

産業の1つである山梨県

‘蝋識

にしかわひろき

西川浩己

|山梨県森林総合研究所研究員

では，近年，これまで主要な印章材であった象牙リーに分布する落葉高木ですが，本県では現在わ

の輸入制限やツゲ原木資源の枯渇などから，優良ずかに自生しているにすぎず，また国内外の資源

な原材料の供給が困難な状況になってきています。状態も安定的な供給が期待できない状況です○さ

そこで，その主生産地である西八代郡六郷町では，らに印章材として利用するためには，高齢木の心

むらおこし事業として，印章業振興協議会と商工材が必要なことから，将来にわたって安定的にオ

会が中心となって新素材の開発を進めてきましたノオレカンバ素材を供給していくためには，資源

が，いろいろな苦心の結果，山梨県内に自生するの維持，増進を図る必要があります。このため，

オノオレカンバ（匙加〃SC〃”jt"〃REGEL)の心遺伝的に優れたクローンの選抜，増殖が必須の課

材が，印章材として適していることが判明しまし題になります。

た。オノオレカンバのクローン増殖に関しては，挿

オノオレカンバを素材としたハンコは，木繁殖では樹齢が高くなると発根率が低下してし

1．硬度が強くて欠けにくい。まいます。一方，組織培養につい

夕
オノオレカンバは，本州中部以組織培養による増殖が最適と考え

北，朝鮮半島，中国東北部，ウス写真①オノオレカンバの印鑑られますが，これまで印章材に適

ー酉

ー－－

蓄篝
苗木の育成繭木の育成

回 、鯵蝿ノ→

害書
冬芽

書､鑓蝿－9－国L墨一i一
えき芽

苗木の育成苗木の育成

手－9'蕊蹴鞠蝿蝿
書篝

実生培養

培養苗力,らの採穂

苗木の育成苗木の育成

図①組織培養とさし木による再増殖を組み合わせた増殖手順

林業技術No.6551996.10



するような高齢木からの植物体再生の報告は見当

たりません。そこで，相談を受けた当研究所では，

印章を生産した約200年生のオノオレカンバの冬

芽から苗木の大量増殖法を開発しました。しかし，

組織培養による増殖では，専用の施設，機材が必

要なため，事業的な苗木生産をするためにはコス

ト高になってしまいます。そのため，実用的かつ

経済的に苗木生産を行う方法として，再生した培

養苗からの挿し木による再増殖技術の実用化を研

究し，成功を収めました。（図①)。これによって

苗木の安定生産が可能となり，計画的なオノオレ

カンバの造林も可能であると考えています。今後

は，実際に造林した後の保育管理など，まだまだ

多くの課題がありますが，伝統的な印章産業の将

来を支える苗木の安定供給が期待できる見込とな

りました（写真②)。

すでに六郷町では，オノオレカンバで実印や認

印，役職印など約30種類を生産し，ダイレクトメ

迩韮蔵’蓬オノオレカンバの日用品
オノオレカンバのもつ精繊さ・硬度・質量感に

注目した岩手県二戸市の工芸家・込山裕司さんの

生み出す日用品は，素材を生かした美しいフォル

ムと使い勝手のよさで，一躍脚光を浴びている。

ふｿ洲

23

詩一一一 q■ ヂ

写真②苗畑におけるオレオノカンバ苗木の生産

－ルや店頭販売などにより町商工会や生産者が一

体となってPRしており，新特産品として全国に

広め，日本一のハンコの町の伝統を守っていきた

いと意欲を見せています。

今後，印章材に限らず，熱と水に強いオノオレ

カンバの特色を生かした新商品を開発し，山梨の

特産品として付加価値を高め，産業活性化につな

げたいと考えています。

るクラフト展，国際デザインフェア，日本クラフ

ト展などに入賞。

☆問合せ先プラムエ芸〒028-61岩手県二戸市堀
野字大川原毛74丑0195-23-4883

1

1

素材となるオノオレカンバは，比

重0.98,イスノキ，カシ類とともに

重い木の代表として知られる。用途

はソロバン玉としてわれわれにはな

じみがある樹種であるが，込ll.lさん

はこの木の特性を生かして極限にま

で削り込んだスリムな実用品を誕生

させた。箸(五角箸)，しゃもじ，玉

杓子，トレイ，バターナイフ，ぺー

パーナイフ，靴べら，肩たたき，孫

の手はいずれもヒット。孫の手に至

っては貴夫人の手とも称されている。

全日本中小企業見本市，暮らしを創 靴べら（台座付き） 靴べらとフック

林業技術No.6551996.10
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凶
一一チー

道北の小さな町の大き

国際樹液サミット

な試み

雫
》
へ

がみひとし

上史
た

田
「豆弓万フ可

北海道の北部に位置する美藻町は,森オ |美深町企画振興課長*に囲ま

れ，自然と調和した美しい緑深いまちです。農林

業を基幹産業として発展してきましたが，近年，

産業の構造的不況から若年層が都市へ流出するな

かで，昭和35年の人口14,046人をピークに年々

減少を続け，現在6,601人と過疎化の進行が著し

い状況になっています。

こうした背景には，農業の近代化，木材産業の

変遷，さらにはこれに関連する商工業への影響と

連鎖反応的なものであり，この憂べき状況をいか

に克服し，「活力に満ちたまち美深｣を創造するか

が大きな課題となっています。

昨年の平成7年4月10日から12日までの3日

間にわたり開催しました「国際樹液サミット”

BIFUKZ495｣は，道北の地，美深町から｢地方の

森林文化を世界に発信」をテーマにした大きな試

みであり，地方の時代の先駆けとして実施したと

ころです（写真①)。

本サミットは白樺樹液「森の雫」力x研究開発さ

れてから10周年を記念して開かれたもので,8カ

国（韓国，中国，ロシア連邦，米国，フィンラン

ド，ドイツ，カナダ，日本）の研究者が来町し，

樹液研究の成果を報告しあい，技術の深化と発展

を追及する中で，森林保全と林業の活性化,さら

には美深町のPRに大きく貢献しました。

白樺樹液｢森の雫」（写真②)は，本町出身で小

樽で会社を経営している柳生佳樹氏がカナダへ旅

行した際，メープルシロップに注目し,所有山林

にサトウカエデを植栽し，長期展望のもとに樹液

生産を目指したのが始まりでした。

柳生氏の母校，北海道大学農学部の樹液研究の

第一人者,寺沢実教授の指導,助言を得て，4～5

月の融雪期に大量の樹液を湧出するシラカバの樹

液に着目しました｡試行錯誤の末,自然のままの樹

液を長期間貯蔵に耐える製品化に成功したのです｡

添加物を一切使わない樹液100%の飲料水はこ

t'I1

国際樹液サミット伽BHzM'95
”僻恥ルル鼬F"廠励噸IS""鰕灼順”鞠β聯j他吋#""〃剛肋“”

傘
で

写真①8カ国からの参加があった「国際樹液サミット
inBIFUKA'95」 写真②白樺樹液『森の雫」

林業技術No.6551996.10
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備を進めてきましたが，約2年の準備期間中から

サミット閉会までは緊張と戸惑いの連続でありま

した。最終日，各国研究者の強い希望のあったホ

ームステイは，ホストファミリーや，研究者から

も大変好評をいただき，本サミット開催がより身

近なものとなりました。また，美深町民の温かい

歓迎は強く印象に残るものとなり，国際交流の大

きなはずみになったところです。

道北の小さな町の大きな試み「国際樹液サミッ

ト加BIFUKl495｣は大きな目的を達成し,6,600

人あまりの町民に自信と活力を与え,21世紀に向

けた新しいまちづくりの糧となっていることを確

信しています。

の白樺樹液「森の雫」だけであり，ろ過，加熱の

プロセスによってつくられた樹液は普通のミネラ

ル水と違い，カルシウム，鉄，マンガンを多く含

有し,年間生産量は40万本に達し，全国各地で広

く販売されています。

採取源のシラカバは，道北の地に多く自生し，

観光資源的要素はあるものの，林業資源としての

価値は低く，伐採してもその経費さえ捻出できな

い状況にあります。

こうした中にあって，この樹液で活用の道を開

き，木を切らず，環境保全機能を乱すことなく，

森林資源の持続的活用と新しい林業のあり方を提

言する意義あるサミットでありました。

北海道大学農学部のご指導をいただきながら準

今日では伝統工芸品に指定され，その独特の風

合いが多くの人に愛されて業況も順調のようです

が，なぜサクラ皮細工を樺細工というのかはよく

わかっていません。

製品にには，シガレットケース，茶筒，箸箱な

どの小物から机，茶箪笥，床柱などの大物までい

ろいろあり，素材として用いるサクラの皮の質も

加工の仕方も製品に応じて異なってくるようです。

資料:r木の100不思議」日本林業技術協会，「角館の
樺細工」秋田県角館町商工観光課

題5眉…ゴ記癖一ローミも軒0，．，”-？．‘詳詳ユニー.龍,nz』‘_癖、“_．‐▲‐墨.響．ｴｪｪ竺蛭.．‐…計j理ず琴ニデ平野流五足

Ｉ
》I樺桜と樺細T

上彊②呈品亮争卑里“r,．，亀心．、、鼬・唖同ず、‐￥‐･苧一中･一蕊……1軸』…里’，’●■,・・伊輔曲

家具やフローリングの材質を「樺桜」と表示し

た商品によくお目にかかります。ウダイカンバを

はじめとするカバノキ科カバノキ屈の材を，業界

ではこう呼び習わしています。一般になじみのあ
せんしよう

る「サクラ」を僧称しているかにみえますが，昔

からあった呼び方で，現在のような植物分類が行

われていなかったころ，材はよく似ているけれど

も葉や花がバラ科サクラ属の木とは違っているこ

とから，このように区別したのだろうということ

です。これに対して，ヤマザクラやシウリザクラ

などの材は「ホンザクラ」と呼ばれています。

一方，樺細工はオオヤマザクラなどの樹皮を使

った細工物で，武家屋敷としだれ桜で有名な秋田

県角館町の特産品です。

樺細工は今から200年ほど前に阿仁地方から角

館に伝わったもので，その後，角館で技法が磨か

れて工芸品的価値を高め，藩主などが江戸への土

産に用いるほどになったということです。そのこ

ろは武士の内職として作られていましたが，明治

になって失業武士の中からこれを専業とするもの

が現れ，優れた職人が生まれました。

昏菫
【

トー

＝

〃

露

樺細エの茶筒
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<特別寄稿＞

森林文化と文明の史的考察
～新世紀へのビジョンを加えて～

林政総合調査研究所理事長手束平三郎

錫まえがき●

回顧すれば人類が社会生活を始めたとき，それぞれ

の集団の中に自然発生的に根づいた生活と生産の慣行

が文化の原型であろう。次いで集団の統合による国家

の発生を主な契機として，版図の地域的な広がりの中

で普遍化された政治組織ないし産業榊造の原理が文明
こうし

のI勝矢だと言える。そして，優れた文化は保全伝承さ

れて宗教・芸術・文学をはぐくみ，優れた文明はその

展開の過程で人文と自然に係る科学を実らせ，より広

域に及ぶ生活の秩序を整え，かつより高度の物質的繁

栄を指向する自律運動を繰り広げてきた。

史上，多くは征服ないし軍事的浸透を媒介として，

優れた文化文明は先進圏から後進圏へと伝播したが，

日本は東海の島国という地の利に恵まれて，古代中国

などからの文物の伝播がほとんど平和的交流によって

もたらされたという特徴があり，また腱業生産を基溌

とした独自の文化文明をはぐくむことができたので，

近世近代において植民地化の憂き目を見ずに現代に至

った。したがって，幕藩時代までの森林にかかわる文

化文明も，大部分が国内で独自に培われたといってよ

いであろう。

なお，新しい読者のために文化と文明の意味の区別

について，本誌2月号(N(l647)に褐戦した「森林･林

業縦幟談」の冒頭で筆者が記述した説明表を再掲する。

基本的性格

寄与の形態

志向目標

産業構造形成

社会秩序手法

感触

文化

特異性

精神的安らぎ

美と善

手作り職人芸

伝統規範尊重

ソフト

文明

普遍件

物質的繁栄

合理性と能率性

科学技術の応用

法制整備

ハートミ

鐙有史以前および古代●

わが国における農耕集落の発生については近年新た

な発見が相次ぎ，弥生時代を噛矢とした定説が崩れて

縄文時代初期にさかのぼりつつあるが，集落の住居や

農耕生活用具を作るために森の木を使ったことが人と
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森との社会組織的な関係の始まりであろう。鉄器が大

陸から伝わったと推定される弥生中期以降，樹木の伐

採や加工はよほど容易になったから木造の住居が立ち

並んで村ができ，農機具も進んで耕作がはか行くよう

になった。歴史人口学者の推定によると西暦紀元0年

ごろの||本の股耕人口は60万人くらいだそうである

が，陸l土はほとんど森林に覆われていたのであるから，

これは当然の成り行きであろう。IJ本の風土は四季の

変化に恵まれ雨量豊富で稲作に好適であったことが古

代から顕著に人口が増加した最大原因であるが，これ

を支えたのが森林とその再生力であったことも疑いな

い｡

初期の農耕集落が水田灌漉の便のため，多くが谷戸

地形という台地から低地に移行する谷川の開口部など

を選んで形成されたことから，次なる慣行として山守

りと植樹の営みが生まれた。日本書紀には植樹の神話

があり(鱸')，万葉集には古来の植樹を詠んだ歌があ

るく纒2)。ともに8世紀に書かれたものだから，それ以前

から植樹が行われたことは確かである。木は豊富でも

運ぶのには多大の労力を要するから，集落近傍の森を
g

集中して伐るようになるが，伐り過ぎると土壌の浸食

が起こる。それを防いで田畑への水引きに支障を来さ

ないようにするために木を加減して伐る工夫が生まれ，

また，木を植える仕事が始まったのである。

すなわち，この時代の植樹は腱耕集落の保全をはか

るための，現代語で言えば環境植樹であった。スギを

植えたのも，それが使いやすいよりはむしろ山麓の湿

潤土壌によく育ったからであろう。また手ごろな集落

近傍の森は手当りしだいに伐り荒らさず，柱になる木

や薪にする木を選り分けて，ほどほどに伐り続けるこ

とを按配する手法がおのずから村,蝋こなった。この
ような状態がだんだんに広がって，耶馬台国や古墳時

代を通じて続いていたわけで，有史以前のこの時代に

おいて，そこには山守と植樹という森林文化が芽生え

ていた。日本書紀の神話や万葉集の欲はその証拠と見

てよいであろう。

3世紀初頭のころ，北九州に上陸して日本を旅した



魏の使節の目に触れた森林の樹種として，クスノキ・

トチノキ．ボケ・クリ・カシ・ヤマグワ等の広葉樹の

ほか，針葉樹としてはただ一つ，スギまたはカヤを指

すという投橿という名が魏志倭人伝に書いてある。こ

の記録から，当時の西日本の森林は現在の植物帯区分

のとおり暖帯広葉樹が主体であって，中に針葉樹がぱ

らぱら混じっていた状態が想像できる。後に|豊1本の海

岸風景を特徴づける松原も形成されていなかった。こ

のことは同じ書物に，使節が壱岐から末ら國（今の東

松浦半島付近）へ渡って海沿いに東へ向かったとき，

"草木茂盛し行くに前人を見ず"すなわち草木が生い茂

って前を行く人が見えない，と茜いてあることから推

定される。

古墳時代の諸国の中で，大和朝廷が頭角を現して国

家統一気運に向かったのは4～5世紀ころからだとい

われ，統治のための諸法令は7世紀半ばの大化改新以

後しだいに整ったが，大局的には8世紀初頭に始まる

律令制定が統一法制国家としてのわが国の発足であっ

た。律は刑法であり令は行政法である。このとき唐制

にならう統治の要諦となった，①中央集権，②土地国

有，③耕地配分，④統一税制，⑤徴兵制，のほか，山

林利用上の土地制度として「山川澱沢の利は公私これ

を共にす」と定められた。これも令の形は中国になら

ったものらしいが，その実は，前記のようなわが国に

根づいていた地方慣行を基礎としつつ，宮廷.:IIII社仏

閣・都市家屋などの建設をはじめ銅・鉄精練用資材調

達の途を定め，合わせて地方豪族等による狩場その他
しい

のための窓意的な山林囲込みを排したものにほかなら
お師やよもりぺ やまぺのむふじ

ない。官制としては中央に大山守部，国･郡に山部連

を置き，村々に居住する山守部の監督に当らせたもの

と推定できる。このような定めは，地方共通の自然発

生的慣行が文化を形成し，それが国家の統一によって

制度文明の域に到達する典型的な歴史構造の一つとし

て林政を形造った最初の過程であるといえよう。

ここでそのころの森林利川状況を定量的に推定して

みよう。人口は650万人くらいと見て大きな狂いはな

いようである。800年くらいの間に10倍にも増えたの

は，まさに瑞穂の陸Iの名にふさわしい稲作腱耕の発腱

があったからである。863年当時の農耕地而職として，

明治11年に内務省地理局が103万IIII歩という古文評

の記録を採用している｡当時の反当収稚は0.6～07石

だというから,1IIII歩当たり腱耕地年間人口扶撰力を

6～7人として当たらずとも遠からずとなる。そこで

農耕地lha(以下，町歩=haとする）に必要な肥料．
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燃料・茅などの継続的採取林地を2～3haと見積も

れば，腱耕集落付帯林は200～300万haと推算され

る。このほか農村以外の地方散在的な木材需要は大し

た並ではなく，それぞれ周辺森林の輪伐で間に合った

と見られるが，唯一の都市である首都の奈良にはまと

まった需要があった｡最盛期の平城京の人口は10万人

くらいだったというから，庶民住居は1万戸くらいと

して所用木材は多く見ても20万nl3くらいであろう。

これらが5年|淵で建ったとして年間4万nl3ずつとな

る。薪炭材の継続需要は1戸年間5m3として5万1n3

の所用年伐面祇はおよそ雑木林750haと推算される

が，宮廷･社寺用などを加え1000haと見て25年間で

2.5万haだから,萌芽更新力によって大和国内での輪

伐生産に十分依存できたと思われる。

しかし首都の権威の象徴として造営された宮廷・社

寺等の壮腿建築には格別の良質材を必要としたから，

こうはいかない。これらの建築は，すでに一時代前す
てんと

なわち7世紀の飛鳥時代から数度の莫都に伴ってあち

こちで行われていたから，当然大和周辺の良材資源が

乏しくなった。近江の田上山のヒノキ材を伐出して琵

琶湖・宇治川・木津川を経て大和へ運んだという万葉

集の歌があるくらいだから，周辺諸国の森林をあさっ

て伐出せねばならなかった。しかし，それを後世の燃

材や陶土の過剰採取による林床荒廃と同質視するのは

無理である。当時の人海戦術的な杣（伐出）組織の集

運材方法をもってしては奥山深く分け入って伐り出す

ことは困難だから，平地林や里山で目覚しい木だけを

採るいわゆる;艀伐りが行われたわけであるが,大材
の茄子伐りでは森は良材を失って貧弱な林相になるが

坊主にはならない。徳川林政研究所の故・所三男氏は，

聖武期の東大寺建築用材を補助材込みで10万石（2.8

万m3)と椎算している。これに近い大建築が奈良朝70

余年の間に30～40あったとして,所用材はまず100万

m:I内外というところであろうか。これほどの集中需要

発生は当時としては大事件に違いないが，大和周辺5

～6カ国の森林がこの程度の出材に耐える林力を備え

ていたわけである。

一方，木材の加工ﾙ11用については正倉院御物に見ら

れるような商度の芸術品がすでに生まれていたが，い

まだ民衆レベルの文化とは言い難い。この意味で白

肌・天平の木工芸術はいわゆる宮廷文化であった。し

かしながら，従来あまり注目されていないがすでに古

墳時代から作られていた鋸の機能が発達し，前記のよ

うな伐採･造材を可能にしたばかりでなく，桁･垂木．
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長押など建築部材の分類もできて，一般木工技術の著

しい向上をもたらしたことは後世にわたる林産加工業

の基礎をなしたものとして産業構造面における最初の

森林文明であると見てよいであろう。かくて，宮廷・

社寺ばかりでなく効率的な都市家屋の建築が容易にな

り，古墳時代までの庶民住宅は竪穴の上に小屋をかぶ

せたような造りが普通であったが，飛鳥・奈良時代に

かけてしだいに掘り立て式の木造建築が普及し，生活

や農耕用の木製道具類も豊富になって庶民レベルのも

のになったのである。

●中．近世から近代までの推移鰯

せっかく糖力的に造り上げた平城京を短期間で捨て
てんと

て大和朝廷が平安京への糞都を行ったのは，政府の庇

護の下にあまりにも巨大化した諸寺の影響から逃れる

ためだったそうで，その論拠は平安京内で爾後は政権

の息のかかった寺院（官宮）の建立を中止したことで

あるという。平安時代に入ると律令体制はしだいに崩
ぞくせい

れ，地方には荘園が族生して次なる武家政治の時代へ

と移行し，山林の支配権は地方権力に移っていったが，

武力培養と民生安定の基礎は腱業生産力の保全増進で

あったから，農耕集落の営みに必要な山林の利用につ

いては村の秩序が重視され，引き続き普遍的な地方政

治の基本であり続けた。このことは鎌倉幕府の基本法

令である「御成敗式目」の追加条文として山野入会の

ことが定められていることから証拠づけられるのであ

る。

中世には戦乱が断続したが，腱業生産力が多角的に

上昇して流通経済が芽生え，農業外人口の増加を来し

たのが特徴である。このような経済構造の進展が近世

における森林のあり方に新しい局面を開くこととなる。

関ヶ原役の1600年を中・近世の境と見て，そのころの

人口がどのくらいだったか，徳川中期の吉宗の時代

1721年の人口調査が3100万人(農工商2700万，武士

300万，その他100万，ただし農工商以外は推定）で，

明治初頭1871年の第1回国勢調査が3300万人だった

ことから大体遡及推定できるのである。すなわち，幕

藩時代後期の150余年間に人口増加が200万人であっ

たのに対し前期120年間の増加はそれを何倍も上回っ

ていたというのが通説で，それを約800万人として

1600年を約2300万人くらいとする見方がほどよいと

ころのように思われる。これを内地の面稜30万km2

で割るとlkm2当り77人となり，当時の国際比較が

できればおそらくヨーロッパ諸国を抜くトップクラス

であったに相違ない。
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かくて17世紀から18世紀にかけて城下町などの発

展による都市人口の増加が木材を商品化し，その流通

を担っていた商人が地味が良くて水運の便に恵まれた

森林地帯で山林を取得して営利を目的とする造林事業

を始めた。これが幕藩時代にますます磯んになって京

都北山・吉野・天龍・尾鷲・智頭・妖肥・小国・能登・

西川など多くの今に伝わる優良林業地を現出したので

ある。これは古来の植樹慣習がここで時を得て普遍的

な産業構造として開花したというべきもので，文化が

産業文明に移行する典型的な過程としてわが国林業史

の一こまを形成しているといえよう。これは西欧林業

先進国よりも1世紀以上先んじた現象であり，明治期

まで産業革命を持たなかったわが国の近世における経

済活力が鎖国という特殊環境の中で独I剣の成熟を遂げ

ていた証左でもある。さらにまた四|攻の造林事業が国

公有林経営の一環として始まったのに対し，わが国で

は純粋な民間経済活動から興っていることも著しい特

徴として注目する必要がある。

さて，世界史上安定度の優れた封建制度として評価

される徳川幕藩体制の下で，森林利用面の秩序は，完

全な地方分権下の政治購造となった。雑府は直轄の治

水工事関連以外では取り立てて各藩の林政について指

示命令の類を発せず，天領での垂範があるのみである

が(注3》,名称は区々 ながら，①勘定奉行の下に山方奉行

を置き村々の山守を監督させる職制，②藩直轄林・村

持ち山･私有林の所有三区分，③造林奨励･森林保護・

伐採利用等の準則制定，④山林記録および山林税制の
しゆったい

手法，などについておよそ共通の藩体制が出来し，ま

た数々の先覚者の輩出と盛んな‘情報交流によって森林

保護・治山・造林・伐出等の技術分野も相当の進歩を

見た。この状況を総合的に評価するならば，小地域ご

とのミニ森林文明が封建的諸制約の壁を除々に破り，

いずれは国家的に集大成されて林政・林業部門の近代

文明を構成する素地を形成したものと理解できるであ

ろう。

鯵明治から現代まで錫

明治維新は王政復古といわれたが，8世紀の律令制

と大綱で共通しているのは，①中央集権，②統一税制，

③徴兵制，の3点で，国有を原則とした往時とは土地

制度面で根本的に異なり，幕藩時代の私的所有をその

まま認める農林業私営を基本政策とした。ただ山林に
むしゆ魁

ついては，旧政治にまつわる特権的領有地と無主地が

相当大規模に存在していたのでこれのみを国有化した

のである。すなわち，前者は幕藩有林および社寺領林



ろくじよ#

(境内林を除く）で明治2年の版籍奉還に伴う録上と

同4年の社寺上地令によって官林とし，同7年から14

年にかけての官民所有区別処分事業により無主と認定

されたものを官有山林原野とした。まだ山林測鍬は行

われていなかったから公式記録は粗製の台帳面積しか

ないが，後年の実測面積から遡及推算すると内地でお

おむね国有化600万ha,民有林1,300万haとなる。

官民有区別の認定を巡って少なからぬ地域紛争の発生

を見たが，新政府の下での地方行政機構の未熟・山林

図面と記録の不備・交通不便等が主因を成している。

明治13年度の国家歳入において地租が67％を占めて

いたことからも明らかなように(“),当時はなお腱業生

産が国の主要産業基盤であったから，これを支える山

林入会の原則に変更のありようはなかったのであって

紛争の主因を中央政府の方針に帰する見方には基本的

な誤りがある。もっとも，旧藩時代の村持山の規模が

まちまちで農耕生産にぎりぎり必要なものしかないの

がある一方で，大正・昭和初期に町村有林化政策の対

象となるほど大きな余裕のあるものもあった地域差に

留意を要する。

富国強兵を目指した明治近代化政策は西欧を範とし

てよるず拙速性急に進められたが，林政・林業の整備

について実際に足が前に出始めるには30数年を要し

た。ドイツ林学に学ぶ保続施業原理はすでにその芽が

はく'くまれていた地域林政思想に接木される形でいち

早く官林経営に導入されたが，実行組織と財政措置が

整って国有林野特別経営事業が発足したのは明治32

年であった。また地方林政については幕藩制の解消か

ら府県行政への移行に伴う停滞の中でフランス・ドイ

ツなどにならう統一法制の策定が急がれたが，2度に

わたる頓挫もあり，最初の森林法が公布されたのは明

治30年(1897)であった。一方，年間約30～50万人

という急テンポの人口増加で木材薪炭の需要が増大し

林業生産の拡大基調をもたらしたが，これがいわゆる

明治殖産興業の一環として発達し，旧来の林業地帯の

拡大とともに新たな林業地帯の形成が相次いだのも大

体30年以降である。

このように，いわばスロースターターではあったが

幕藩時代から培われていた普遍的森林文明への萌芽は

明治の近代化と共に開花し，現代に向かう発展の軌道

に乗ったものといえよう。爾後，大正・昭和戦前期を

通じ保護奨励策の成果と技術の向上が相まって林業生

産はほ倒頂調に拡大し，増加し続ける林産需要を賄い

つつ日本経済の中でほど良い役割を果たしていた

29

が(砿5)，撫事突出の果に工業の壊滅･貿易の閉塞という

第二次大職下の異常事態を経てのち，大きな変動の波

にさらされることになった。もはや戦後ではないと言

われ始めた昭和30年(1955年，以下西暦のみとする）

ごろから40年後の現在までの日本経済の歩みの下で，

森林・林業・木材を通じて起こった史上未曾有の事態

を簡潔に列挙すれば概略次のとおりである。歴史的時

間として見れば非常に短い期間の出来事であることに

留意を要するであろう。

①復興経済の木材供給要請の前には明治以来鋭意培

ってきた保続経営原理を後退させざるを得ず，早
しようせつ

伐増産に踵接する造林の画期的進行が一見林業

の隆朧をもたらしたかのごとくであったが，この

時期に発生した全体的な森林描造のひずみは現在

なお解消するに至っていない。

②また，天然林材の流入に対応して戦前期に定めら

れていた木材関税の主要部分が何のためらいもな

く撤廃され，続いて輸入が自由化されて，同じ第

一次産品でありながら股産物よりはるか以前から

開け広げの国際競争に当面し，近年は木材自給率

が1/4を下回るに至っている。

③エネルギー革命による薪炭の減産が50年代後期

から始まって急速に進行し,20年後には木炭が1／

60,薪が1/300に縮小して約30万人分の雇用の場

が山村から消滅した。

④農山村から都市への若年層に偏った人口流出によ

り，林業担い手の減少と高齢化が年ごとに進んで

いまだにその動向がやまず，世代の補充を危うく

している。

⑤公害排除の世論が文明暴走批判の伴走者として呼

び起こした70年ごろからの自然保護運動の昂揚

により，上記諸動向深刻化とは裏腹に，森林には
りょうが

林業の生産基盤としての存在価値を凌駕するほど

の環境価値の増大をきたした。

このような経過をよそに,70年代の2度にわたるオ

イルショックをクリアーしてから国際競争の先頭を切

ったさしもの日本経済がバブルと称する過熱現象を生

み出し,90年代初期の解熱とともに低成長下の再椛築

期を迎えて96年現在，なおその過程が続いている。商

度成長期に生じた二次・三次産業と一次産業との生産

性格差および都市と腱山村との間の人口密度格差は，

産業間・地域間の自立調整力をもってしては修復し難

い鋭角的勾配を成しているが，端的な解決策はいまだ

見えていない。

林業技術No.6551996.10



;0

霧新世紀へのビジョン鶴

以上，古代に始まった森林文化とその保全の上に成

立して民生の維持向上に資した森林文明史の流れを概

説したが，これを基礎として未来に向かっての森林・

林業のビジョンをその延長線上に構想してみよう。ま

ず流れの末の現状認識を総括すれば,前記の近々40年

の事態がようやく我々の到達した近代的森林文明構造

を危殆に陥れているといえる。ひとり森林文化思想に

は新たな展開があったが，不断の接触感と共存感に乏

しい森への願望が強調されるにとどまって，森を支え
しゆうれん

る技術・経済・行政等に関するイメージが散漫で収赦
たこ

性がなくては，せっかくの追い風が色とりどりの凧揚

げで目を楽しませるに終わってしまうおそれがある。

新旧森林文化の融合が精神的土台を成す産業構造の形

成と，これを支える行財政・制度面を総合する森林文

明の再構築がぜひとも構想されねばならないゆえんで

ある。今，農業基本法の改訂が日程に上がっているが，

これが成立した際にはいずれ林業基本法の改訂も論議

されるものと予想される。そのときのためにも，この

構想は今から練って早きに失することはない。1964年

の同法は産業としての林業振興策を主題として構成さ

れているが，以後の事態は大々的な変貌をきたしてい

るから，その改訂の必要は衆目の一致するところであ

ろう。

農業ビジョンは食糧安全保障論が一つの背景を成す

が，林産物について類似の発想は成立しないし，それ

に起因する内外価格差も存在しないからこの点は異質

である。

農林業ビジョンの大きな共通項は，国土を生産基盤

として自然力に依存するという土着性が純粋な現代的

資本制企業への発展コースになじみにくいことであ

る(雀6)。この，いわば宿命的性質を向後の国民経済の仕

組みの中に消化して健全な業態のあり方を制度として

確立するとともに，個人であれ法人であれ進んで農林

業を指向するメンタリテイを重視してプラスイメージ

の定着を図り，誇りある自立産業としての活性化によ

って後継性の確保を図るべきである。社会保障政策と

は厳に一線を画する体制支援のこの道こそ，限りない

二次・三次産業指向により過度の都市化を招来する資

本の独走を制御して，ほどよいバランスを備える産業
膠ゆんち しんしや

構造を馴致し，自然環境に親炎しやすい安定社会を醸

成しつつ，兼ねて総合的な国土保全を期する新世紀文

明の日本型パラダイムに通じるものといえよう。

今一つの共通項は，経済採算に拘泥せぬ多様な自然

林業技術No.6551996．10

嗜好型市民参加動向である。生産活動面に占める比重

は小さくとも，都市生活によっては満たされぬ自然と

の触れ合いの中に，生産の実りを愛する大衆の参入は，

磯林業への共感と理解の輪を地についた姿で普遍化し，

史上わが民族発展の基礎を培った腱山村の営みを刀人
けいじじよう

の心の故郷として日常実感する形而上の効果は，支援

財政を巡って利害視点のみが過熱対立しやすい不毛の
せいこう

政治論議を排し，正鵠かつ広汎な世論形成に資するで

あろう。農lll村内部の小規模な兼業農林家による業態

も，そこに意欲的な営みがあるかぎり上記と交流一体

化する方向で位満づけることが適切である。

林業独自の諸項はl玉I土最大の自然を幟成する森林の

環境価値と，わが国独特の木の文化との盤合性を持っ

て描かれねばならないこと，および，国・公有林の使

命とその位置づけである。保続生産を行う林業経営は，

永続的な森林の再生によりおのずから多面的な公益機

能を発揮し得るという古典林学の教義は，広域的長期

スパンでは依然として普遍性を保つ公理であるが，時

代の変遷に伴う即物的即所的環境要請には対応し雌く
そて81

なったから，森林の主たる機能を措定して地域区分を

行い，経済収穫対象外の相当而砿を区画して保存する

必要がある。しかしながら，現在進行している持続可

能な森林経営への国際論議の陰には，古典公理の実践

水準にも到達していない過伐現象が一部の先進国にす

ら残存する実情を知り，新事態に処する保続施業体系

を確立実践してその範たるを期するべきである。

確証はないが，江戸幕府の京都所司代が東山と嵐山

の手入れに金を出していたので明治政府も続けてほし

いとの陳情があったとき，大久保利通が勝海舟に意見

を聞いたところ，“やっとわかったか"という顔をした

という小話がある。今その風致を平安京以前の広葉樹

林帯に戻すにしても松林を保存するにしても，国民・

市民の審美選択を実現するのは森林施業にほかならな

い。明治の文明開化の基礎を培った江戸期文化の特質

は，観念的朱子学の教義にとらわれぬ実学の定着にあ

った。経済成長によって衣食足りた今11の森林・林業

分野におけるビジョン作りにも，一つ覚えに手付かず

の自然をいう観念論の甘さを正し，森林美を増進する

実学としての技術分野を確立することこそ肝要である。

荒廃の景観はわが国土になじまない。

次に，木材は史論記述のとおり古来から日本文化・

文明の一翼を担ってきた伝統的基礎材料であった。こ

れに根ざすところの国民の心情に内在する木材嗜好性

は，総理府の調査に待つまでもなく、幾多の新製品の



出現にかかわらぬ牢固たる継続性と普遍性がある。林

業の復権しだいでその産出力が豊かになれば，住宅そ

の他の材料の主力が木材に回帰する可能性は極めて濃

厚である。したがって，日本の住宅産業が鉄とコンク

リートのジャングル作りから木造主体にシフトする日

の到来もそれに伴う実現性あるコースとして展望でき

よう。

森林のある国では，ほとんど例外なく国・公有林が

ある。まちまちな国情にかかわらず森林管理とこれに

伴う林業の経営が公共的性格を持つという共通性があ

るからである。わが国の国・公有林は近代以降に制度

化して以来，民間林業の先導的な役割を担っていたが，

将来に向かっては公益機能の増進を担う主力としてそ

の存在意義を鮮明にし，木材生産については私営では

困難な超高質超大径材の森の育成を目途に保全施業を

完遂し得る財務の新制度を確立す-べきである。

⑲むすび③

以上，林業基本法改訂の論議を想定しつつ史論の延

長線上に森林・林業の未来像を描いてみた。これは取

りも直さず新世紀において再構築されるべき森林文明

構造の概姿にほかならない。もとよりこれについては

さまざまの角度からの見方があろう。バブル崩壊によ

って，ここ数十年，一定方向への前進に成功をもたら

したいわゆる新古典派理論主導による経済の先行きが

不透明となり，加えて地球温暖化やオゾン層破壊など

人類生存にかかわる諸現象制御の方法論が低迷する中

で，再び成長経済見直しムード台頭の兆しが見える。

それはひたすらな人間中心主義から脱却して自然との

調和ないし共生の姿勢への方向転換を強調する思考形

態である。まだ確定理論の域には達しておらず，人口

3］

あい虞い

抑制諭を避けている暖昧さもあるけれども，この諭旨

が地道に深められれば第一次産業復権への足掛かりを

提供する可能性がある。しかしまた一面，価値論の独

善と情念的シンパシイの伴奏による自然保護ラジカリ

ズムヘの危うさをも内包するから，森林の改良と林業

の振興を同時に希求する吾人の対応に慎重かつ賢明を

期するべきは言うまでもないことである。森林人であ
プォレスターアイデンティティ

ると同時に林業人であることが技術者の主体性であ

ることを銘記したい。

〉王

1日本書紀30巻の中の巻1に,すさのおのみこと等の植林

奨励の神話がある。

2.万葉集巻10の詠み人知らずに,古人がスギを植えたとい

う歌がある。

3.江戸幕府法令吉川弘文館昭和41年。

4.明治前期財政経済史料集成第5巻，地租の中田畑の分が

90％を占める。

5例えば昭和15年度の山林所得は全国民個人所得の3%

であった。大蔵省税務統計。

6.装置産業として成り立ち第二次産業の範濤に入るものを

除くc

（参考図書）

1.稲作腱業と弥生文化雄山閣1986年。

2新版，魏志倭人伝山尾幸久講談社1986年。

3.奈良時代民生経済の数的研究澤田吾一富山房昭和

2年。

4.古代技術の復権森浩一小学館1994年。

5.中世政治経済思想_上巻笠松宏至岩波書店1972年。

6中世日本商業史の研究磯田武吉川弘文館昭和19

年。

7.資料によるR本の歩み古代,中世,近世,近代各編大
久保利謙，井上光貞等監修吉川弘文館1951～60年。

●森林の調査・研究に空中写真／

平成B年度空中写真撮影一覧図霞
鵜頒価2,884円(税･送料込み） 事前調査，調査地選定・設計，森林解析に空中

写真はいまや欠くことのできない情報源です。当
韓林野関係機関・国土地理院全撮影成果図示 該地域がいつ，どの機関によって撮影されたかが
露最新成果の撮影年度・平成B年度撮影予定一目瞭然 即座にわかり，空中写真入手を的確・容易にしま
繕撮影機関別に色分け す。過去の成果も表示しているので，当該箇所や
鱒5万分の1地形図区画，図葉名入り 周辺畷境等の経年変化を追う場合も的確な写真選
畿撮影地区一覧表，交付申込要領・同様式表示(裏面）

択を可能にします。
鵜縮尺1：1,200,000(73×103cm)12色刷

鰻一紘圃議旧本林業技術協会事業部まで聯請聴鮮粥熟"‘
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ヒバ択伐林の80年間の

林分構造の推移
一穴川沢第一ヒバ林成長量試験地一

いとやよしひこくどうえつろう

糸屋吉彦＊・工藤悦朗難＊
〔＊森林総合研究所東北支所／＊＊元青森営林局〕

葉樹の少ない多層林となっている。

この林分は，設定当初から択伐

林型を呈しており，1回、の伐採

の目的は不明であるが，2回目以

降は林分の保育を目的とした択伐

作業を行ってきた2)。

調査方法

調査は,ヒバについて1922年ま

では胸高直径が10cm以上,1930,

32年は8cm以上，その後は6cm以

上のものが対象とされ，直径階ご

とに樹高曲線から求めた樹高を用

いて青森営林局調鵬の材績表から

単木材積を定め，林分の材積を算

出した。

今回は，広葉樹の混交率が材種

で4％と少ないため解析から除き，

また，成長量の計算は胸高直径10

市

cI''以上を対象にした。

僅級の区分は，松川')により大

径木52c1n以上，中径木22～50cm,

小径木6～20cmとして区分した。

結果と考察

1．林分構造の変化

択伐による林分構造の変化の椎

移を図②に示した。設定時の林分

械造は，ヒバの中，大径木が材職

で90％以上を占める老齢過熱林

分で,ha当たりの立木本数は631

本，材穂は428㎡あった。

1回目の択伐は，本数で27％，

材穣で38％と強度に行われた｡こ

のときの内訳は，各径級とも不良

形質木が中心であったことから，

伐採木は特定の径級に集中するこ

となく均一となった。その結果，

伐採前の林分構造とあまり変わら

ず,材祇率は大径木24％，中径木

68％，小径木8％であり，中径木

の多い択伐林型で推移した。

2回目以降，4回目までは択伐

率を本数で17％以内，材職で10

％前後に抑えた施業をしている。

この間に大径木は本数で7％から

10％に増え,材積では設定時の31

％から45％まで増加した｡このこ

とは，大径木の単木材積の増加と

中径木からの進級があったことを

はじめに

ヒバの天然林施業に関する研究

は，松川')が提唱した施業法によ

ってその基礎がほぼ確立された。

この施業法を実証するため，青森

営林局の大畑営林署と増川営林署

管内にヒバの施業実験林が設定さ

れた。さらに，これらの実験林で

の作業と平行して伐採率や回帰年

等を検証するため，同局管内に8

箇所の成長量と作業種試験地が造

られた。本報告は，この中で最も

古い試験地の設定時からの林分椛

造や成長型について，80年間にわ

たって追跡調査された結果を基に

考察したものである。

試験地の概要

試験地は1914年に青森県青森

市大字奥内字内真部山国有林13

林班ほ小班に設定された，穴川沢

第一ヒバ林成長量試験地である

(図①)。面職は1.1haあり，地況

は土壌型がBD,標高が60～90m,

傾斜は10-25.で,年平均気温11.

1℃,年平均降水量1,860mm,最大

職雪深106cmとなっている。施業

臓歴については，1994年までに被

害木の除去を除いて6回の択伐が

実行されている。

林分の構造は写真①に示すよう

に，大，中，小径木が混じった広 図①試験地の位置
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会貴の広場

本数で25％も増加し,ヒバ稚幼樹

の多い択伐林型になった。

断面穂合計値を比較すると，設

定時には44.9nf/haであったも

のが68年後の1982年には49.3

nf/haに増加した。径級別では大

径木が12.2nf/haから24.5m2/

haになり，中径木は28.1m3/ha

から19.6nf/haとなった。

2．年平均成長量の変化

設定時からの年平均成長城の変

化を図③に示した｡1914年から94

年までの80年間を通猟した年平

均成長城は5.51111/haであった。

それを径級ごとに見ると，大径木

は0.7mi/ha(成長率0.6%),中

径木は3.3nf/ha(成長率1.2%),

小径木は1.0ml/ha(成長率3.6

％）であり，主木への進級木は0，

5nf/haとなっていて中径木が林

分成長の担い手であることがわか

り，糸屋の報告細)･')と|司様であっ

た。

年平均成長戯を調査年ごとに見

ると，設定時から1960年までは

6.0㎡/haから10.0nf/haまでで

推移しているが,1951年ごろから

強めに行った。その結果，中径木

のlliめる割合が本数，材積とも少

ない林分構造になった。1994年の

調査時の林分構造は，大径木が本

数で6％,材積で43％，中径木が

本数で22％,材積で48％,小径木

が本数で72％,材積で9％と，設

定時と比較して中径木が本数で

24％，材職で14％の減少であっ

た。一方，小径木は中径木が減少

したことにより設定時と比較して

意味する。

また，中径木は設定時の本数劉

合の46％から34％に，材穣では

62％から49％に減少し小径木か

らの進級が少なかったと推測され

た。小径木は，本数，材積とも大

きな変化は見られない。

5回目の択伐は中径木の割合を

多くし，本数で18%,材職で21

％，また6胆I目は大経木を主体に

本数で24％’材,磯で28％とやや
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会員の寂場

また,択伐の回帰年は20年以内

とし,1回の伐採率を蓄積の10%

前後に抑えるのが最適であること

もわかった。

80年間にこの試験地から収穫

されたヒバは1,538本，586㎡で

あり，この間の成長量は年平均に

すると55m3/haであった。これ

は，通常の施業地の30mM/haと

比較すると高い成長量である。さ

らに，設定当初と比較すると歩止

まりの高い大径木が大部分を占め

るようになり，価値的には比較に

ならないほど高くなった。以上の

理由から，この試験地の取扱い方

は適切であることがわかる。

今後は，林分構造や蓄積に関す

る調査を継続するとともに，半永

久的な搬出道路や土場を作設し，

回帰年と合わせた施業計画を作成

しながら試験を進めていく予定で

ある。

なお，この試験地は設定当初か

ら旧林業試験場青森支場，森林総

合研究所東北支所および青森営林

局で調査が行われたもので，多く

のデータを残された諸先輩に心か

ら感謝申し上げる。
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図③調査年ごとの成長量

大径木と中径木の材蔽比が逆転し

同時に中径木の年平均成長量が

5.0nf/haから3.0nf/haまで下

がった。すなわち，大径木の単木

材積の増加により中径木の成長が

抑えられたのが主な原因である。

また,1982年の択伐以降1994

年まではかなり低い数値になって

いるが,その原因として1951年か

ら31年間択伐が行われなかった

ため，大径木が老齢化し，中径木

や小径木の進級が抑えられたとこ

ろに，やや強い伐採が入ったこと

が考えられる。ただし，林分の蓄

穣は1955年の数値まで回復して

いる。

3．択伐の回帰年

この試験地の択伐は，1951年ま

では10年程度の間|職で行われた。

しかし，1951年から82年までは

択伐を放満した。その結果，糸屋

が他の試験地について報告4)した

のと|司様に年平均成長l,'iが激減し

ている。また，1m1月の択伐から

10年経過したときの年平均成長

並は10211f/haと最大になった。

このことは，伐採が行われてから

10年後に連年成長量がピークに

達することを示している。以上の

ことを合わせて考えると，少なく

てもこの試験地については択伐の

回帰年を20年以内に設定するの

が適切であると思われる。

おわりに

ヒバ林の施業に関する研究は，

かなり以前から行われてきたが，

その多くは定性的な研究であり，

定量的なものは少なかった。しか

し，各試験地のデータを獄み重ね

て分析することによって径級を3

つに区分することの妥当性が理解

され，これらの径級の適正な配分

方法を年平均成長量だけから読み

取ることも可能であることがわか

った。すなわち，この試験地にお

いては，中径木は大径木の4．7倍，

小径木の3．3倍の成長蛾があり，

大径木，中径木，小径木の割合は

本数で7：43：50，材獄で32：

62：6程度にすると年平均成長fil

を最大に維持できることがわかっ

た。
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研究報告第24号

平成7年12月高知県林業試験場

口急傾斜地における表土流出危険判定技術の検討
梶原規弘，塚本次郎

ロシイタケ菌床栽培に関する研究

中岡耕一，坂本直紀

口食用野生きのこの栽培技術に関する研究（木炭を
利用したショウロの栽培技術）

荒尾正剛，市原孝志

ロキバチ類の防除技術に関する研究宮田弘明

研究報告第6号

平成8年3月岩手県林業技術センター

(論文）

口寒冷地方におけるマツノザイセンチュウ抵抗性育

種に関する研究一アカマツ実生家系の抵抗性の

違い－

草葉敏郎，作山健，細川久蔵，小岩俊行
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東野正，中野正志，高芝俊雄
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大森久夫
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平成8年3月神奈川県森林研究所

(論文）

ロナメコとヤナギマツタケの融合体とヤナギマツタ

ケの一核菌糸体との交配から得られた子実体の担

子胞子の遺伝分析木内信行

(資料）

口丹沢山地における森林衰退の調査研究(1)ブナ，

モミ等の枯損実態

越地正，鈴木清，須賀一夫

口丹沢水沢に植栽した広葉樹におけるツリーシェル
ターの成長促進効果について中川重年
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筑波大学農林技術センター演習林報告第12号｜
平成8年3月｜

(論文）
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産の腱開一砂坂元幸i

ロタイにおける村落林業，アグロフォレストリー及：

び林業普及事業の展開に関する研究（英文）

パームサック・マカラブヒロム，赤羽武1

口樹冠||扇の狭いヒノキ（波佐見ヒノキ）の表現型とI

土壌要因

内剛爆二，戸丸信弘，貞清秀男，大庭喜八郎｜
口日本産ヘビ類の群集生態学一同所的に生息する｜

ヤマカガシ，シマヘビ，ニホンマムシの資源利用｜
様式について一門脇正史｜

ロ瀬戸川帯口坂本産出の放散虫化石

八木信幸，竹谷陽二郎，久田健一郎｜

(資料）

口致死遺伝子座と標識遺伝子座,RFLP座およびI
RAPD座との組換価の計算プログラム

大庭喜八郎，河崎久男，倉本哲胴，戸丸信弘，津｜
村義彦，荒木眞之，内田燈二，中村徹，奥泉久｜
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口筑波大学農林技術センター演習林気象報告（19941
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平成7年12月｜

口玉山国家公|刺内のブヌン族の生活と国家公園に対｜
する意識陳元|場，篠孝夫，汰木達郎｜

口都市公園の利用実態と利用効果一用途地域の異｜

なる3地域での調査から－

朴九遠，解孝夫，汰木達郎｜

ロスギ台風被害木の材質および利用適正

藤本登留，久富浩人，藤元嘉安，河辺純一，又木’

義博

ロパーティクルボードの吸脱湿による面方向膨張収

縮の発現機購一とくに,ボード機成層間に発生す

る相互拘束作用について－

藤元溌安，森園眞子，稲益正，又木義博

ロリグニン分解菌によるクラブl､パルプ漂白廃液の

処理に関する研究（英文）

李宣錦，近藤隆一郎，坂井克己
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が
二

春
に
な
る
と
ニ
シ
ン
が
と
れ
、
夏
は
カ
ツ
オ
が
や

っ
て
き
ま
す
。
秋
は
サ
ン
マ
で
、
冬
は
タ
ラ
や
ハ
タ

ハ
タ
が
と
れ
ま
し
た
。

山
も
同
じ
で
、
春
は
山
菜
の
宝
庫
と
な
り
、
秋
は

キ
ノ
コ
で
あ
り
、
木
の
実
な
ど
が
た
く
さ
ん
採
集
で

か
ら
、
時
間
を
か
け
て
、
遠
く
か
ら
運
ば
れ
て
く
る

も
の
な
ど
と
は
違
い
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有
鍬
は
け

た
違
い
に
多
い
は
ず
で
す
。

き
た
の
で
す
ｃ
も
ち
ろ
ん
、
イ
モ
や
ネ
ギ
、
ゴ
ボ
ウ

と
い
っ
た
四
季
折
々
の
畑
作
物
も
と
れ
ま
す
。
主
食

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
瑞
穂
の
国
の
米
。

そ
れ
ら
日
本
列
島
の
豊
か
な
産
物
を
組
み
立
て
て

形
成
さ
れ
た
の
が
、
「
和
食
」
な
の
で
す
。

和
食
と
い
う
の
は
、
米
を
中
心
に
し
て
、
日
本
と

い
う
島
国
の
産
物
が
、
全
員
参
加
し
て
で
き
上
が
っ

た
食
文
化
。
和
食
文
化
の
中
心
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
日
本
列
島
ど
こ
へ
行
っ
て
も
と
れ
る
米
で
す
。

た
だ
、
み
そ
汁
の
実
や
演
け
も
の
の
材
料
、
料
理

材
料
、
料
理

の
素
材
な
ど

は
、
北
と
南

と
で
は
ず
い

ぶ
ん
違
い
ま

す
。
米
の
ご

飯
は
日
本
中

ど
こ
で
も
同

じ
で
す
が
、

そ
の
副
産
物

は
、
土
地
に

よ
っ
て
か
な

り
違
い
が
出

て
く
る
理
由

は
、
産
物
の

違
い
に
あ
っ
た
の
で
す
。

素
材
の
種
類
は
、
季
節
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。

日
本
人
が
、
持
ち
味
を
何
よ
り
も
尊
重
す
る
の
は
、

旬
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
人
手
を
加
え
て
味
を
つ
け
な

く
て
も
、
十
分
に
美
味
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

素
材
の
種
類
や
そ
の
料
理
法
が
、
土
地
に
よ
っ
て

違
っ
て
い
て
も
、
食
べ
る
と
き
の
盛
り
方
は
、
日
本

中
ほ
ぼ
同
じ
。
こ
れ
も
、
和
食
文
化
の
特
徴
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
盛
り
方
こ
そ
、
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
れ

る
食
べ
方
と
し
て
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

。
汁
三
菜
」
で
す
。
ご
飯
の
添
え
も
の
の
種
類
の
こ

と
で
、
汁
物
が
一
種
に
主
菜
が
一
品
、
そ
し
て
、
副

菜
が
二
品
と
い
う
意
味
。
漬
け
も
の
も
、
そ
の
中
に

入
り
ま
す
が
、
品
数
の
内
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

主
菜
は
魚
や
肉
、
副
菜
の
一
は
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
の
煮
物
、
副
菜
の
二
は
豆
腐
や
納
豆
な
ど
の
大

豆
製
品
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

「
汁
」
は
、
も
ち
ろ
ん
み
そ
汁
の
こ
と
・
昔
か
ら
「
実

の
三
種
は
、
身
の
薬
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
三
種

類
以
上
、
実
の
入
っ
た
み
そ
汁
は
、
「
身
」
の
薬
に
な

る
と
い
う
、
実
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
の
こ
と
で
す
。
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和
食
は
「
素
材
主
義
」

和
食
の
最
大
の
特
長
を
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
「
素

材
主
義
」
で
す
。

米
の
味
、
豆
の
味
、
魚
の
味
、
野
菜
の
味
、
そ
れ

ら
の
素
材
に
含
ま
れ
て
い
る
持
ち
味
を
、
心
を
込
め

て
味
わ
う
。
で
す
か
ら
、
食
べ
終
わ
っ
た
あ
と
に
、

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
と
感
謝
す
る
わ
け
で
す
。

箸
を
と
る
時
に
は
、
同
じ
よ
う
に
「
い
た
だ
き
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
味
に
仕
上
げ
て
く
れ
た
太
陽
や
畑
、
海
や
山
、

川
、
つ
ま
り
自
然
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
、
「
い
た
だ

き
ま
す
」
な
の
で
す
。
心
か
ら
感
謝
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
よ
く
噛
ん
で
味
わ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
健
康
的
な
食
事
法
に
な
り
ま
す
。

日
本
は
、
四
季
が
明
確
で
、
三
カ
月
ご
と
に
季
節

が
変
化
し
ま
す
。
気
温
は
も
ち
ろ
ん
、
風
向
き
、
湿

識蕊
鱗蕊＃

蕊
&澱醗鯛

蕊a鰯般醗&醗般醜
，駿醗醗

蕊職”鍋，醗溌
3醗醗畿

a殿溌殺溌醗畿駿
，醗醗醗醗醗醗駿

，殺畿溌醗溌殺醗駿

「
い
い
食
』
の
条
件

人
間
は
、
熱
さ
寒
さ
の
季
節
の
影
響
下
で
生
活
し

て
い
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
う
ま
く
適
応
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
の
土
地
で
健
康
を
保
つ
の
は
難
し

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
春
夏
秋
冬
が
生
み
出
す
、
畑
の
も
の
、

野
山
の
も
の
、
海
の
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
四
季
の
変
化
に
体
の
生
理
を
合
わ
せ
て
き
ま

し
た
。

度
、
水
の
色
、
雲
の
形
、
空
の
色
、
山
の
色
、
畑
の

野
菜
や
海
に
や
っ
て
く
る
魚
の
種
類
ま
で
、
季
節
に

し
た
が
っ
て
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
ま
す
。

季
節
の
産
物
は
、
土
地
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
変
化

し
ま
す
。
そ
の
土
地
だ
け
の
も
の
で
、
古
く
か
ら
作

ら
れ
続
け
て
き
た
の
が
、
郷
土
料
理
な
の
で
す
。

日
本
人
が
古
く
か
ら
、
常
に
季
節
の
初
物
に
こ
だ

わ
り
、
口
に
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
喜
ん
だ
の
は
、

初
物
に
は
強
い
生
命
力
が
こ
も
っ
て
い
る
と
信
じ
て

い
た
か
ら
で
、
「
初
物
を
食
べ
る
と
、
七
十
五
日
長
生

き
す
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
、
そ
れ
を
端
的
に
言

い
表
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
「
食
が
よ
け
れ
ば
、
命
長
し
」
と
言
っ
た

も
の
で
す
。
食
べ
も
の
を
上
手
に
選
択
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
健
康
を
保
て
る
し
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
長
生
き
も
で
き
る
と
い
う
意
味
。

「
い
い
食
」
の
条
件
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
季
節
に
地
元
で
と
れ
た
も
の
。
当
然
、
新
鮮

で
す
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
生
き
た
酵
素
も
豊
富
に

含
ま
れ
て
お
り
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
や
自
然
治

癒
力
も
強
く
な
る
は
ず
で
す
。

よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
わ
ざ
に
、
「
三
里
四
方
の
野
菜

を
食
べ
て
い
れ
ば
、
病
気
に
な
ら
な
い
」
と
か
「
食

は
方
三
里
」
が
あ
り
ま
す
。
三
里
四
方
と
い
う
の
は
、

約
十
二
キ
ロ
四
方
と
い
う
意
味
で
、
身
近
で
と
れ
た

鮮
度
の
高
い
野
菜
や
山
菜
な
ど
は
、
命
を
丈
夫
に
す

る
力
が
あ
っ
て
、
病
気
を
防
い
で
く
れ
る
か
ら
常
に

健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る
と
い
う
内
容
。

極
端
に
言
え
ば
、
朝
露
の
ま
だ
つ
い
て
い
る
よ
う

な
、
生
気
に
満
ち
た
野
菜
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
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ケインズの一般理論が登場するま

で，部分＝全体という単純な関係

を前提としてきた。すなわち，そ

れまでの需給理論は，すでに雇用

されている経済人（完全雇用！）

をモデルにしていたために，失業

という1920年代の新しい社会事

象に対処できなかった。これは，

部分≠全体である現実を，部分＝

全体と誤認した典型的な例である。

ところで，200年ほど前に資源

の有限性を指摘した経済学者がい

る。その一人が，人口論で有名な

マルサスである。しかし，それ故

にか（？)，彼は長い間，俗流経済

学者の汚名を着せられてきた。

当時は経済空間を無限と考える

学者が正統派で，経済の無限的発

展に水を差す者は異端視された。

しかし，オゾン畷の破壊，酸性雨

による環境破壊，温暖化などの地

一年一心一色一p一つ一ロータークーター｡~■ー●q■■○一ター●一F一｡ーゆ＝ロー●一夕■

「.一"~.－.一・一.一・一・一"一.~"一.一ウーローロー
G

I

箕輪光博の5時からセミナー4■
Ｔ
Ｉ
△
Ｉ
も
凸
■
二
■
▼
ら
＆
■
Ｉ
＆
■

部分と全体

｜前回はアダムスミスの「自然の

|知恵』に言及し，それは資源や環
I境が無限と考えられる世界で働く

|自然法則であり,有限の世界には
I別の知恵が必要であることを指摘

Iした。今凶は，その続きである。
I森林経理の世界に，ノーベル賞
I学者のサミュエルソンから『学問

I的に正しい」と評価された経営論
｜がある。それがかの有名な「土地

|純収益説｣で.裸地(単個林分）
|に仙林し，その後,一定の伐期で
|「無|災にJ伐採･植栽を繰り返す農
L"…..…………...…………….－－－－－－.……_._"‘_."‘､－．．．．－－．－－－‐

業的経営論である。ここでは時間

も空間も均質的な「細胞（部分)」

に分割され，全体（森林）と部分

(林分）の間に描造的相違はない。

時空の均質性・無限性を好む近代

知の特徴がよく現れている。

しかし，現実の森林経営は不均

質・有限な時空の中で営まれてい

る。したがって，部分＝全体とい

う関係は成立しない。対立学説：

｢森林純収漉説｣の主論点はまさに

ここにある。

また．古典経済学の需給理論は，

ー■一タークーP一つ一｡~Pーグー■~｡一ゆ＝■~■~口一○一グー”■■－■＝”一a－P－ヂーゆーの一■~ターダーF－P－”＝の一｡ーローローゆ一ひー●一草一ダーヮー句一ローター”一ヂーケー

1統謡にみる日本の耕藻： 下落傾向が続く

山元立木価格スギ，ヒノキの山元立木価格および実質価格，卸売物価指数

指数

250

20(）

150

100

50

0

円

60．00(） 林業経営の重要な分析指標の一

つである山元立木価格は,昭和55

年をピークに下落傾向にある。

昭和45年以降の山元立木illi格

の推移をみると，第2次オイルシ

ョックの影響を受けた昭和55年

に，山元立木価格は111f当たり，

スギが22,707円，ヒノキが

42,947円と最高値を記録してい

る。しかし,平成7年の山元立木価

格は，1㎡当たり，スギが11,730

円,ヒノキが27,607円となってお

り，昭和55年と比較すると，スギ

が48％，ヒノキが36％減少して

おり，山元立木価格は，この15年

間で大幅に下落している。

なお,昭和55年から平成7年の

50,()00

Ｆ
Ｔ
Ｌ

10．0()0

10，000

』

20，()00

Ｆ
ｄ
８
Ｆ

10．000

2日▲

(）

45.17@1951535557596163246

昭 和平成

資料:II本不動産研究所r山林素地及び山元立木価格調」

腱林水産省「木材需給累年報告喬」

注：1）卸売物i11i指数は,l;J銀調査統計局「物価指数年報」による
2）卸売物111術数は，昭和45年を100として換算
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~~~一~.~.~.~..……一…………………..~一'..…….1

球環境問題が現実化するに及ん｜
で,宇宙船地球号の有限性が経｜
済学者の目にも留まるようにな

ってきた。有限空間における経

済活動は，必然的に外部不経済,｜

社会的費用を生みIIIす。すべてi

の行動が「深い機能的連関」の｜

中にある。生態系における各種I
循環構造は，そのことをよく教｜
えてくれる。

もう一つ身近に良い例がある。｜

それが，有限空間での機能の有1

機的連関・配分を原理とする！

｢碁」だ。局所･バブル感覚･寡I

(過)欲を矯正したい方(その例I
が小生）は即入門を。部分≠全i

体の意味が腹の底からわかりま’
すぞ。

(東京大学大学院

農学生命科学研究科）I

■

ｑ

ｇ

二

二

排
卵
鈍
甥
則
嘩
昴
昨
Ⅱ
お
伽
蝿
弛
朏
疵
鮎
Ｍ
Ｗ
Ｍ
阿
壁
価
．
Ⅲ
腿
叩
永
匹
嘩
液
Ｕ
４
⑭
ふ
な
ユ
舩
岬
Ｕ
４
瓢
些

り，この祭神が明治初期の社寺

混清の廃止により下流の高丘神

社に遷座した後は,｢聖なる水く

み場」として崇敬されていたと

記されている（高丘神社には，

水の神である高蕊神（たかおか

みのかみ）が祭られている)。

碑の建っている清水山（写真

②）は，かつて住民の共有山で

あったものを昭和30年ごろ国

が保安林として買い上げた国有

林で，大部分は100年生以上の

ミズメ，ケヤキ，カエデ，トチ

等の広葉樹の山である。一部に

20～30年生のスギ，ヒノキ人工

林もあるが，水源かん養保安林

として伐採は制限されている。

住民たちもこの山を水源の森林

として，厳しい管理の下で利用

を続けていた。この慣習は遠く

弥生時代から続けられていたも

のと推定される。

このような長い歴史を考える

ならば，「水神碑｣はたとえ新し

いものとはいえ，古代からの水

源林に対する純粋で素朴な住民

の心を伝える，貴重な森林文化

遺雄（史跡）といってよいであ

ろう｡同行した清水英毅さん(三

和みどり基金）も，同じ名前の

清水山を眺めながら，感慨深げ

であった。

なお，この調査に多大のご協

力を賜った1l｣田涛夫,増田隆哉，

加藤順誠さんに厚く謝意を表す

る。（筒井迪夫）

１
１

水神碑 団
胤
ｈ
Ｔ
ｆ
６
剛
１
＄
エ
冊
胤
□
１
１
＃
小
＃
Ⅲ
阯
馴

8世紀ごろに編纂されたとい

うわが陣I鎧古の地誌r豊後風土

記」の中の「救箪郷（在郡北）

此村有泉。（中略)令汲泉水即有

蛇寵(訓鯵簡美)。（後略)』の篭
(おかみ）にひかれ，平成8年の

侮雨のころ，大分県竹田市，久

住，両人，荻町を訪れた。そこ

で，久住町石原地区の1l本簸古

の森林文化泄膳ともいえるr水

i'li碑」（写典①）に出会った。

この碑は平成元年に建てられ

たもので，大船山(1787m)の

前山にあたる清水山のほとりの

湧水の出る地にある。ここは，

弥生時代の「石原遺跡」集落の

上流に位脱している場所で，当

時から石原地lXの人々の飲用，

股業川水の水源として大切にさ

れた所である。付近一帯の地名

は現II§もrlllん＃lll」と呼ばれ，

そのrlll/WII1」地域の住民によ

って毎年の祭りも行われてきた。

碑文には，正中元年(1324)に

は水神として-|･二所大IWj･ill1を祭

Ⅱ
凹
脈
叶
晦
鮎
”
配
卸
訓
か
配
邨
且
刷
炉
停
毎
四
ｍ
駒
且
鄙
仰
げ
”
Ⅲ
匝
眺
川
叫
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２

間に，造林費はおよそ2．5倍，伐

出賃金は1．5倍に増えており，林

業経営の環境が著しく悪化してい

ることがわかる。

一方,昭和45年を基準にした卸

売物価指数で割り戻した実質{llli格

の推移をみると，昭和48年に，1

1㎡当たりスギが14,300円,ヒノキ

が24,277円と最尚値となった後

は，部分的に増加した年はあるも

のの，下落傾向で推移している。

また，平成7年の実質Ⅲi格は，1

m$当たりスギが6,824円，ヒノキ

が16,060円となっており，昭和

48年と比較すると，スギが52％，

ヒノキが34％減少している。

このように，実質価格において

も，山元立木価格は大幅に下落し

ている。

ｑ
写
興
Ｔ

ニヨーー一ー－－．惨
写
興
面

溌騒鰯
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グリーシ
ゲリーシ

人間の感覚の中で最も神秘的な

臭覚でとらえる「香り」は，味覚

の文化，視聴覚の文化に次いで，

第三の文化といわれています。こ

の香りをテーマにした『おおいた

香りの森博物館』が，大分市，野

津原町，朝地町，大野町の一市三

町にまたがる「県民の森」の中に

ある平成森林公園内に，今年の7

月7日オープンしました。

この『香りの森博物館』は，本

館，工房，温室棟から成っており，

ガーデン，育苗温室棟，それに駐

車場を入れると全体で約33,000

11fの広さがあります。まさに中世

ヨーロッパの宮殿を思わせる外観

をした本館は2階建てで，1階に

はハーブなどの香草を使ったオリ

大分県支部

｢おおいた香りの森博物館」がオープン.ノ

ジナル料理，ハーブティーなどで

くつろぎのひとときが楽しめるレ

ストランや,100名が入れ,150"i

ンチの映像，雌新の音響設備を備

え講演会やコンサートができるシ

アター，さまざまな香りに|卿する

商IW!や大分の特産品を取りそろえ

たショップなどがあります。そし

て2階には，『番りの腔史｣や｢香

水のできるまで」などをパネルや

香水蒸留機，香水ボトルなどによ

り，世界でも類の

ない体系的な展示

を行っていますし，

｢香水ボトルの魔

術師」と呼ばれる

ピエール･デイナ

ン氏の作品も展示

しています。

「香りの工房」でまた，別棟の「香りの工房」で

は，香りづくりのノウハウを教え

ていますので，自分の好みの香り

で，世界に一つだけしかない自分

だけの香水，シャンプー，ポプリ

などを自i11に作ることができ，ま

た，その香りを登録することもで

きるようになっています。そのほ

かにも祥はバラ，ミモザ，ジュネ，

夏はラベンダー，秋はジャスミン，

冬はスイセンといった1脚季折々の

本の紹介(本の紹介I
カール・ノ、－ゼル箸／山縣光品訳 「ドイツを中心とする中部ヨー

ロッパを舞台に，森と人間が太古

からさまざまなドラマを繰り返し

ながら現在の森の姿と人々の暮ら

しを築いてきたことを雄弁に物語

ってくれます。著者カール・ハー

ゼルが描く森のロから見た人間社

会の営みの歴史。それは，たんに

高尚な思想の世界や政治，経済だ

けでなく，権力者の振る郷いや，
ごう

庶民の悪らしぶり，傲慢な貴族や
わいろ

賄賂好きの下っぱ役人の織りなす

生き生きしたドラマです」

これは本普の「訳者まえがき」

で山縣さんが述べている言葉です

が，本書は最初から終わりまで，

そうしたドラマで満ち満ちていま

す。マルク共同体林の開墾を巡る

世俗や聖界の領主と腱民との争い，

ミズナラのドングリを食い荒らし

た犯人を捜しに血道を上げた魔女

裁判，結婚式に削り型iてられる薪

鰈力撚る
門､ｿの朧史

p凸qp

森が語るドイツの歴史
f&､

認
A

発行
〒104

私が林学を学び始めたころ，

苦労しながら読み，まとめたの

はベルンハルト・ダンケルマン

の林役権の歴史に関する研究で

した。それはドイツの森林の上

で繰り広げられた領主，貴族，

宗教，村落，村民などの所有と

利用の帰属を巡る争いの歴史で

した。後にその内容を，入会権

の主体はだれか,の視点から｢林

野共同体の研究」（農林出版，

1974）の'l:!の1難としてまとめ

'1蝿技術N(》､6551996．10

築地書館㈱

東京都中央区築地7-4-4-201
丑03（3542）3731

1996年8月51j発行A5判,274頁

定価4,223円（本体4,100円）

ましたが，そのときこれとは異な

る視点，特にドイツの腱民たちの

暮らしと密接にかかわり合った実

際の森林の利用の歴史に対する興

味が強くわいていました。ドイツ

の人たちはどんな気持ちや態度で

森に接していたのか。それをもっ

と知りたかったのでした。いま山

縣光晶さんの『森が語るドイツの

歴史』を読んで，長い間果たせな

かったその望みが達せられた思い

で，うれしさでいっぱいです。
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花が楽しめるガーデン。また，温

室ではレモンタイム，シナモン，

ミントなど食用になる香りの植物

を集めた「フレーバーガーデン｣，

ジャスミン，セージ，バラなどの

香料を集めた「フレグランスガー

デン｣,ランなどの色彩や美しい形

の植物を集めたrレストガーデン」

などがあります。

このように，四季を通じて香り

に親しめるとともに，近くには荒

城の月で有名な岡城杜，彫刻家朝

倉二三夫記念公園などもあり，文

化薫る地域となっております。

大分においでの際は，ぜひとも

『香りの森博物館』にお立ち寄りく

ださい。

（大分県林業振興課/麻生贋一）

連絡先〒879-63大分県大分郡野

津原町大字荷尾杵1097-10

肋おおいた香りの森博物館
TELO975-89-2660FAXO975-89-2663

|篝蕊逼’鱗溌議’鵜ま林分施業法

先日，久しぶりに「林分施業

法(高橘延清著)」を読んでみま

した。林分施業法とは，天然林

を対象として，森林が持ってい

る木材生産の経済性と環境維持

の公益性とを両立させうる施業

法であり，極盛相に向かって遷

移を進めるなどの6原則と現地

に密着した技術に基づき，森林

的に利用されている｣，「植林実

行の主体は職員が行うほか，自

然を楽しみながらアルバイトを

する人々（老人，家庭婦人，学

生など）によって行われてい

る｣，「省力林業経営時代が実現

している」など平成元年の森林

と施業内容およびビジョンが列

記されています。

林分単位に仕分け，林分ごと

40年も前に先鞭蕊目指して
いたものを現在で獺い求めて

の長さを示しているのかもしれ

を

に担当者が自由に施業していく

Ⅱ業法のことで，東京大学北海

道斌習林で実践されてきたもの

す。

この本は,昭和46年に発行さ

ていますが，序文には，「近

で

れ

年，拡大造林の反省を契機とし

･･…･天然林を育成しようと実

に踏みきったところもある」

て
践

ですとか,｢深刻な労務不足や公
の量を定めたヴァイステューマ

ー（森の淀）等，必死に生きた

人たちの話は豊富です。また，

私たちになじみの深いゲオル

グ・フリードリッヒ・ハルテッ

ヒやハインリヒ・コッタ，ウイ

ルヘルム・パイル，ヨハン・ク

リスチャン・フンデスハーケン

など，森の学者たちの話もあり
ひもと

ます。本書を締いた人はおそら

く，こうした話に引き付けられ

ながら，一気に終わりまで読破

してしまうことでしょう。

山縣さんはこうも言っていま

す｡r森の地球規模での消滅が懸

念されている今日，森がたどっ

てきた歴史，人々と森との歴史

を知ることはその解決の大きな

手がかりを与えてくれます」

私もそのように思い，本書を

多くの方に薦めます。

（東京大学名誉教授／筒井辿夫）

害問題と関連して， どこでも皆

麟篝議
して人

の在り

よう聯

伐
営

のような層脳跡おり，

時
年
で

折琢に弥拳畿勃強鍵遭瀧妬
も前渉ら鋤鍬篭蝿瀧わけ
す。さら腿遼の誰職昭和‘30

年から取り組〃鐘蔭害淀林野施薬

法の理論，技術，実践内容を書

き上げたものですから，平成4

年に開かれた地球サミットで表

明された｢持続可能な森林経営」

にも通じる，森林を生態系とし

てとらえる考え方が40年も前

から実践され，かつ，それが記

録にとどめられていたわけです。

また，林分施業実践の未来像

(実験終了年の1989年を想定）

として,｢生物系サイエンスの研

究の場として，現在以上に世界

ません。

こうやってのんびり構えてい

るからいつまでたっても森林・

材業の未来が開けないとしから

れそうですが，広大な森林を相

手に自然の力に頼りながら時間

をかけることが必要な材業の将

来を考えるには,｢慌てずに酒で

も飲みながら」という呑気さが

必要なのではないかと思います。

（ひ）

(この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.6551996．10
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⑳筑波大学

⑳日本大学
⑳名古屋大学
⑳九州大学

の一
一

、
、
、 5

⑳筑波大学第二学群生物資源学類

〒305茨城県つくば市天王台1-1-1

TEL.0298-53-4554FAX.0298-53-6031

．大学院＝博士課程(5年制）：農学研究科(農林学専

攻および腱林工学専攻),修士課程(2年制）：環境科

学研究科,バイオシステム研究科

◎研究組織(教官)＝林学関連の教官は,その研究手法

により農林学系(生物学的手法および社会科学的手

法)と農林工学系(工学的手法および化学的手法)と

に分かれて所属する｡それぞれの学系に以下の研究

分野(研究室)が置かれている。

農林学系＊青林学研究室＝森林立地の解析,生態遺

伝,植生などの研究｡＊森林経営学研究室＝森林経営

および森林の利用と計画に関する研究｡＊国際技術

融合開発学研究室＝林業経済と林業政策に関する理

論および現状分析。

農林工学系＊砂防工学研究室＝土砂の生産と抽出機

構および砂防計画などの研究｡＊生物材料工学研究

室＝生物材料の複合化,接着剤・接着技術などの研

究｡＊林産科学研究室＝木材主要成分の特性や微生

物分解などの研究。

◎教育組織(学生)＝学生は学類に所属する｡開学当初

から林学科に相当する組織は存在せず,農林学系と

農林工学系に所属する林学関係の教官について卒業

研究を行う学生を,便宜的に｢林学の学生｣と称して

いる。

◎関連施設＝農林技術センター八ケ岳演習林(長野県

南佐久郡南牧村野辺山),川上演習林(長野県南佐久

郡川上村),井川減習林(静岡市井川)｡◎社会人入試

枠＝なし｡◎入試＝推薦入試(実業高校推薦入試を含

む),帰国子女,3年次編入,私賛外I剥人留学生入学。

◎聴講生,科目等履修生＝学類,大学院あり。

－開講科目(筑波大学第二学群生物賓源学類)一

●必修科目･･生物資源科学原諭,同淡習,地球潔境科学入|伽1｡●選

択科目…生物資源保全論,資源樅物生態学,商源棚物生珊学,溌
源動物生理学,生物資源生産科学実習,同実験,資洲生物遺伝
学,生物欝源綴済学,同減習,緑資源経済学,lril滅習,国際技術交

流論,土の物理学,流れの科学,地域鰍境管理学,同滅習,磯村・
緑地計画学,上壌溌源科学,水資源畷境学,水衡源利川学実験，

流域保全学.緑溌源機能論,同実習,緑寅源育成学,緑演源政餓
諭,森林械物学,同実習,森林立地・生態学,緑寅源保全学実験，
緑資源生産学実験,同実習,岡際膿林梢報学,l到際森林憐源愉，
|:K1際生物資源保全論同淡習､測鍛学､同実習､水利工学.他。

⑳日本大学生物資源科学部森林資源科学科

〒252IIII奈川県藤沢市亀井野1866

TEL.0466-84-3676FAX.0466-80-1135

◎大学院＝農学研究科森林科学専攻博士後期課程(入

学定員2名),博士前期課程(入学定員5名)が設置さ

れている(緑地生態学特講･緑地環境保全学特講･森

林資源生産学特識・林業経済学特講・森林資源利用

学特講・緑地環境科学特講｡森林科学特別演習他)。

◎学部の講座・研究室等＝定員：約150名｡1996年の

学部改組により森林資源科学科(旧林学科)に変更。

＊造林・風致学研究室…森林の各種造成法,酸性雨対

策,熱帯雨林の生態・造成法に関する研究｡＊森林測

定・経済学研究室･･林業政策動向の究明,測樹,経

理,林業税務会計,不動産評価の手法に関する研究。

＊木材科学・工学研究室…木材および木質バイオマ

スの物理的･化学的利用のための研究｡＊森林環境保

全研究室…森林・緑地の治山・治水上の機能と活用

策および各種治山工法,環境アセスメンl､方法につ

いての研究｡＊森林動物学研究室…森林昆虫類･動物

類の生態および生息環境を解明する研究｡＊住宅･木

材流通研究室…木造住宅の設計･施工管理,インテリ

アなどの検討および森林作業のシステム化,木材生

産費のコス1､ダウンの方策などの研究。

◎関係施設＝附属演習林(八雲・長万部・水上・君津・

藤沢)｡◎社会人入試枠＝なし｡◎推薦入試,帰国子女

入試枠＝あり｡◎聴講生,科目等履修生,研究生＝あ

り。

－開識科目(日本大学生物資源科学部森林資源科学科)－

●必修科目･･･樹木学,林学実習,森林生態学,蛙碓測鍛学,測樹学，

雌礎測鮒学爽御,造林学,林業綴済学,森林土木学,造園学,木材
化学,木材加工学,防災工学,森林作業システム学,林木育種学，
林業政策学,風致計mli学,ゼミナール1.11,卒業研究｡●選択科
目･･･樹木学実験,悩椛処叩論,木材組織学,森林経欝学,森林経

理学,森林勤物学,応用力学,森林機械学,樹木生瑚学,木材物理
学,バイオマス利用学､応川測刷学,澱境林機能論,木材物理学
突賊,木材化学災験,応川測臓学実習,造林学実習,森林生態学

実科,樹木生理学実験,国|際林業論,森林土壊･肥料学,森林昆虫

学,蝋境生態学,森林水文学,樹揃学,木材商学,建設材料学,建
築計illli",雌築設計製図,木材川エ学実験,不勤産評価概論,木
髄材･料学,水柵造諭,木材接蒋･拡装論,森林土木施工論,森林経
獣学災糾,森林土木学実習,森林作業システム学実料,林木育純

学実験,バイオマス利川学実験,林業税務・会計論,食用きのこ
諭・生物害防除論,緑地・猟境工学,造園学実習,建築施工論,建

築法規,木材処nl!工学,インテリア概論,防災工学実習,森林励
物学実習,森林昆虫学爽糾。

林業技術No.6551996.1()



⑳名古屋大学農学部

〒464-01名古屋市千種区不老町

TEL.052-789-4010('教務学生掛)FAX.052-789-4012

．大学院＝農学研究科博士課穏(前期・後期)林学専攻

（特論として造林学･森林経理学・森林利用学・治山

工学．森林保護学｡定員：前期＝9名,後期＝4名)。

林産学専攻(特論として林産化学･木材加工学･木材

物理学．林産化学工学・木材工業機械学｡定員：前

期＝10名,後期5名)。

◎学部の講座.研究室等＝平成5年4月より,腱学部6

学科(農学科,林学科,畜産学科,腱芸化学科'林産学

科,食品工業学科)を2学科(資源生物環境学科,応用

生物科学科)に改組｡うち森林科学関係は以下のとお

り｡（）内は新誰座に対応する旧学科時の講座名。

A.資源生物環境学科

＊森林生態生理学講座(造林学)＝森林生態系の描造

と機能に関する生態生理｡＊森林環境資源学講座(森

林経理学)＝森林と地球環境,森林の持続的利用｡＊

森林資源利用学講座(森林利用学)＝森林資源・空|剛

の利用システムの開発｡＊水土保全学講座(治山工

学)＝森林域における水の挙動と土砂の移動。

B.応用生物科学科

＊森林化学講座(林産化学)＝森林資源の有効利用の

ための化学｡＊生物材料工学講座(木材加工学)＝木

材の高度利用のための物理的･工学的研究｡＊生物材

料物理学講座(木材物理学)＝樹木の成長にかかわる

物理学,物性の発現機構の解明｡＊生物材料機械学講

座(木材工業機械学)＝生物材料加工に関する機械工

学。

◎関係施設＝附属演習林(愛知県北設楽都稲武町)。

＊森林保護学講座＝森林生物の保謹と管理。

◎社会人入試枠＝あり｡◎聴誰生＝あり。

一開講科目(名古屋大学農学部)－

・資源生物環境学科必修科目…資源生物環境学朧説，応用生物科
学序説,資源植物科学,森林科学,応用動物科学,生物環境科学，

資源生物環境学入門,賀源生物潔境学実験実習,識座専l''lセミ
ナー,卒業論文｡・同学科必修選択科目…植物遺伝青極学，作物

学,園芸学,植物病理学,環境昆虫学,資源昆虫学,他｡●応用生
物科学科必修科目…資源生物環境学序説,応用生物科学序説，
基礎生物化学,蕊礎有機化学,雄磁細胞学，堆礎生物力学，応川

生物科学入門,応用生物科学実験実料,綱朧馴加lセミナー･卒業
論文｡．同学科必修選択科目..基礎微生物学,代謝生物化学’・
基礎生物物理化学,有機化学1･11.植物生理機能学I、他。
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⑳九州大学農学部林学科

〒812-81福岡市東区箱崎6-10-1

TEL､092-642-2869FAX.092-642-2884

．大学院＝農学研究科林業学専攻(修士課程(定員9

名),博士課程(定員5名))が設置されている｡専門種

目には林業経営学,林業工学,造林学,林政学,農林生

物物理学,森林環境学,森林生産学がある。

◎学部の講座・研究室等＝林学科の定員は14名で,以

下の5講座1研究室がある。

＊林学第一講座(森林経理学)＝森林計画,森林施業,森

イ掃測。

＊林学第二講座(砂防工学)＝地滑り・斜面崩壊の機椛

と発生予測および防止対策工法,森林による山地保

全機能,森林作業と機械,林道設計・施工。

＊林学第三講座(造林学)＝森林の更新と保育,森林の

生態的構造と機能,樹木の水分動態,樹木の遺伝的変

異。

＊林学第四講座(林政学)＝山村の経済と林業構造,林

業労働,林産物の産地形成,森林政策。

＊農林生物物理学講座＝高等植物の光合成反応機猫，

光合成制御機構,地球環境に及ぼす植物の蒸散の影

響,蛋白質の構造・ダイナミクス・機能相関。

＊環境システム学研究室＝森林環境に関する応用地形

学,山地渓流の流量解析,山地における河川氾淵と土

砂災害,水辺環境の生態系維持機構と河川氾濫。

◎関連施設＝附属演習林。

＊森林生物,森林環境,森林生産,森林利用の4研究部

門がある。

－開講科目(九州大学農学部林学科)－

●必修科目“･森林経理学靭砂防学,造林学,林政学第一,植物生理

機能学,森林経理学実習及び演習,森林工学実習及び演習,造林

学実験及び実習,森林生態生理学実験及び実習,林政学実習及

び演習,実地見学,卒業論文。
●選択科目･･･林業統計学,林業経営経済学,測樹学,測樹学実習及

び演習.森林水土保全学,森林測量学,森林測屋学実習,統計学，
流域地形学,林業工学第一,林業工学第二,樹木学,森林環境学輔

環境造林学,森林保護学,森林生態生理学,林木育種学,造I罰学

第一,造園学第二,林政学第二,木材流通論,林業経済学第一,林
業経済学第二,山村経済誌森林法律学,国際林業論,植物機能
制御学,森林生物物理学,生体化学物理学,森林生物物理学実

験,林学特別実習。
＊その他選択科目あり。

*先月号の本棚では,東京腱工大学,宇都宮大学,鳥取大学,島根大学を紹介しています。

*各大学の状況に応じ,紹介のスタイルが変わることがあります。
＊とりまとめにあたっては主に各人学支部幹鄭の皆様にご協力をいただいています。
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？ 鰯キニヴードョ 木造軸組構法キ緑

辺長が等しく，柱を壁面に露出させない方法で，洋

室造りに適している。柱には構造材としての役割だ

け力蝿待されている。なお，同一の壁体であっても，

外面を大壁仕様とし，内面を真壁仕様とすることも

ある。

最近，生活の洋風化が進んだばかりでなく，断熱

性能を高めるため壁体内に断熱材を取り付けたり，

防火性能を上げるため石膏ボードを壁面に張ったり

する工事が普及しはじめているので，真壁造りより

大壁造りが増加している。

また，この構法による住宅の大部分は規模の小さ

な大工・工務店によって建てられてきたが，最近で

は熟練技能者が高齢化したばかりでなく，若い後継

者の参入が少ないので，これまでの生産体制の維持

が危慎されている。その対策も含め，この構法によ

る木造住宅の振興策がいろいろ講じられているが，

企業側でも，部材および継手・仕口の規格化（人工

乾燥の推進，プレカットの普及，接合金物の採用)，

工場生産品の導入(パネル，部品の使用)，構造用合

板等の活用(2×4工法への接近)，その他の合理化を

進めている。

（日本住宅･木材技術センター客員研究員

山井良三郎）

[文献］木質構造研究会編：木質構造読本，井上建院，
1988

山井良三郎：木材と住宅Q&A,全国林業改
良普及協会、1992

わが国の木造住宅の大半は木造軸組構法で建てら

れているが，新設住宅の全戸数に占めるこの構法の

住宅の比率は年々低下の傾向にあり，平成7年の統

計では約38％となっている。

もともとこの構法は，地域の人蒋が衆知を集め，

長い時間をかけて，それぞれの地域の気候・風土な

どの自然条件をはじめ，資源・産業などの生産条件

や，文化・習慣などの社会条件に合うように工夫を

凝らし集大成したものである。

その構法による建物の躯体は軸組等（土台，火打

土台，柱，間柱，胴差，桁，筋かい，耐力壁用面材）

と，床組（梁，大引，根太，火打ばり，床下地板）

および小屋組（梁，火打ばり，母屋，たる木，野地

板）で構成されており，その基本は変わらないが，

外材の輸入，新建材の進出，住宅設附機器の普及，

省力化．省エネルギー化の惟進など時代の推移とと

もに，材料，施工，性能などの閲でかなり変貌を見

せている。

この構法では，幟造耐力上主要な部分に当たる壁

体（軸組等）の造り方に，真壁造りと大壁造りとが

ある。真壁造りは間柱の見込み厚さ（奥行）を柱の

辺長より短くし，柱を壁面に鱒出させる方法で，和

室造りに適している。織造材が造作材も兼ねている

ので，その樹穂や材面の意匠的価値が重視され，わ

が国の高品質の林木生産と密接に結びついている。

これに対し，大壁造りは間柱の見込み厚さと柱の

◆先月号の本棚では．本棚では，「耐溌櫛造」について解説しています。

i~I森林保険協会=編森林保険，森林保険協会(aO3-3811-8615),'96.3,277p･A5,¥2,000

口木質新素材ハンドブック編集委員会=編，木質新素材ハンドブック，技報堂出版,'96.5,759p･A5,¥18,540

口林業機械化協会=編，林業機械便覧〔1996〕，林業機械化協会(03-3586-0431),'96.5,252p･B5,¥4,800

口村上順雄･中村浩之=監訳，藤田正裕=翻訳，バイオエンジニアリングを用いた緑の道路設計一ドイツの道路構

造指針，集文社(S03-3295-5700),'96.5,47p･A4,¥1,700

口林野庁=編，治山必携一設計施行編〔平成8年版〕，日本治山治水協会(a03-3581-2288),'966,1037p･
B6,¥Ll.000

口稲本正=著，シルヴアンの秘密一森の精霊，オークハーツ(aO3-3423-7155),'96.7,282p･A5,¥1,500

口水源地域対策調査会=編，水源地域対策実務必携一水特法運用の手引き，大成出版社,'96.7,287p･A5,

￥2,500

口阿部正敏=著，葉によるシダの検索図鑑，誠文堂新光社,'96.7,211p・B6,¥2,200

口林業労働対策研究会=編，林業労働力確保法Q&A,地球社,'96.7,152p・A5,¥1,900

口工藤樹一=箸，カモシカの森から白神･津軽北の自然誌,NTT出版株式会社(aO3-5434-1010),'96.8,

230p･四六判,¥1.500

口中川顛年=箸，再生の雑木林から，創森社(a･IM03-5228-2270),'96.8,205p・四六判,¥1,600

［資料：林野庁図書館・本会編集部受入図書］
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漱 業蔚漂行壽一舅

10月

区分 行事名 期間 i2催団体／会場／行事内容輔

全刷 第201'il全国育樹祭 栃木蝿･棚国士緑化推進機構/県民の森(矢板市)/大会テーマ『ふるさとの
緑が育む人．未来』(併催行事:育林技術交流集会･金岡緑の少年間活動発
淡大会他)。

大分県／応弊条件：造林および育林の推進ならびに優良鮒木の生礁につい
て催れた成級を.上げている個人等に対し，育林の部･1Vi畑の部で実施する。
㈹青少年交友協会（千代田区麹町4-5a03-3262-7471)･獅外文化研究
所／国立教育会館ほか／自然とともに生きる生活の知忠を，主に体験学習
によって習得してもらう。識演6回，実技5回，討論会1回。

第7回「全国森林サミヅトinほんぐう実行委員会」(aO7354-2-0070)/
本宮町山村開発センター．本宮大社旧社地／歓迎会，開会式，雑調講淡他。

日本ネイチヤーゲーム協会(a03-5376-2733)/全国各地の公園・森林等
100会場／親子や家族連れがネイチャーゲームを通して自然と触れ合う。

棚国土緑化推進磯描(公03-3262-8457)／ドイツ（ミュンヘン，パーデンバ
ーデン)，フィンランド（ヘルシンキ)，イギリス（ロンドン)／全国の「国
民参加の森林づくり」推進にかかわる指導者を対象に，締切…9/20．

帥H本能率協会･細日本住宅設備システム協会／東京ピッグサイ1,（有明・
東京国際展示場)／住宅関連産業の関係業者および関連iJ1体等を対象。

滋班県・近江八I附市・全日本竹産業連合会・県竹材協会／近江八幡市文化
会館／行政協議会，大会式典（講演，表彰式ほか)，雌内視察。

全凶わさび生雌者協議会･静岡県山葵組合連合会(窓0558-85-()()47)／伊東
ホテル聚梁（"1束市)／審査，表彰式，産地視察。

新潟眺↓森林組合連合会(aO25-223-6491)/新潟木材共販111場／災禰林か
らの出品材を対象に審査を行い，展示・販売する。
徳胎県木材協同組合連合会（念0886-62-2521）・徳烏県木材市場連盟･徳島
雌木材センター／県内優良木材を集荷し，展示即売，表彰等を行う。

第9回巨木を語ろう全国フォーラム実行委員会・村田IIIT/宮城県村田町民
体育館／雌澗識淡(西口親雄氏)，分科会，交歓会，巨木写真パネル展ほか・

㈹広胤膿木材組合連合会／広島林産中市協同紐合木材災販市場（西中国優
良木材展示会実行委員会盆08262-3-0236)/広島県産索材を中心に生産さ
れる優良紫材を集荷展示する。

広島県／県災文化センター／森林の保全と活用のあり方や新たな森林文化
の剛造に向けての有効な手立てを討議する／識師：筒井辿夫氏ほか。

みちのくこけし協会(111形市産業部観光物産課容0236-41-1212)/I11形市
十字屋111形店／伝統こけしおよび木地玩具の出品，審森発表等。

細国土緑化惟進機織／植樹および森林の保護・保育の助成ならびに一般国
民の緑化思想の高揚を図る。

1().13

大 分

中央

平成8年火分県林業技術コ
ンテスト

平成8年度卿外文化講座
(第21期･10月～12月）

第7Iul「全国森林サミット
inほんぐう」

第5回全国一斉親子で楽し
むネイチャーゲーム大会

欧州，国民参加の森林づく
り指導者研修会

締切10.18

和歌山

全国

中央

10.19～20

10.2(）

10.20～|31

(12日間）

東

５
５
６
８
７
８

２
２
２
２
２
２

－
一
一
一
一
－

２
３
４
５
５
６
７

２
２
２
２
２
２
２

■
早
●
車
岳
つ
●

０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１

JAPANl･1()MESHOW

’96（第18回）

第37回全国竹の大会｢滋賀
県近江八幟市大会」

鰯30回全国わさび生産者大
会･第11回全国わさび品評会

側雌優良材展示特別市

第37回徳島県優良木材展
示会

第9IIII巨木を語ろう全国フ
ォーラム

西中国優良木材展示会

泓
測
鮒
潟
脇
城

滋
静
新
徳

出

広島

第1回森林文化フォーラム

第16回みちのくこけしま
つり

国土緑化通勤・育樹運動ポ
スター原画募集

10.30
13:00～16:00

1031～114

〃

山 形

全国 締切10月末
日

1 1月

iZ催団体／会場／行』ﾘ内容舗区分 行噸名 期間

棚日本漆工協会(a03-3555-1103)/明治記念館（港隆)/「うるしのH」
行邪の一蹴として，全国からの出品と表彰式を行う。

農林水産省.(鋤磯林水産先端技術産業振興センター(STAFF)/ヤクルトホ
ール(港区束新橘1-1-19)/ゲノムはすべての生物それぞれの生命の殻計催|・
スギ，イネ，ブタ，カイコ等のゲノム解析研究の鹸新成果の報告とパネル
ディスカッション｡問合せ･申込み(農林水産技術会議噸務周･先端産業技術
研究課恋03-3502-8111内線5115)

㈹林木育種協会・㈱日本林業技術協会／森林総合研究所／林木育甑に関す
る調憲，研究成果の発表および特別講減。

林業・木材製造業労働災害防止協会／フェニックス・プラザ（念0776-20-
5066)/林材業関係者の労働安全衛生意識の筒揚と会風の連帯意識の向上。
日本工業新聞社(a03-3273-6182)･工学院大学･工学院大学専門学校･職業
人再数育研究会/工学院大学(新宿区)/建築士や施工業者を対象に展示会。

棚全日本木材市場連盟(a03-3818-2906)/岡III鼎津山市㈱津111綜合木材
市場／全国から天然林,人工林の優良林を集荷し,腱示即売を行う。

｢1劃際協力の日｣フォーラム'96実行委員会(a078-382-2051)/県立丹波の
森公苑多目的室(杣原町)／国際協力と森林保全をテーマのフォーラム．

側旧本生態系協会(a03-5951-0244)/大宮ソニツクシテイ(端痕県産難文
化センター)／世界各国からの中・大型肉食獣の研究所を含む専門家,教育
省,政府|A1係者,自然保謹団体,一般市民が一堂に会し,この問題について協
識する場とする。

第4回「漆の美展」 11.6～8

未来を開くゲノムシンポジ117
ウム1360()～16:20

東
巾

駅
血
〈

平成8年度第26回林木育
概研究発表会

第33回全国林材業労働災
害防止大会

職業人再教育セミナー併設
｢木造住宅の耐震総合展」

平成8年度全国優良木材展
示会

｢国際協力の日｣フォーラ
ム'96

｢大型肉食鰍と人類との共
存｣第21ill国際シンポジウ
ム
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騨繍蕊拙日本林業技術協会支部連合会のお知らせ鱗議蕊

本号では，10月101-1以降の|ﾖ程をお知らせします。

●第52回日本林学会九州支部ならびに第42回日本林業技術協会九州支

部連合会合同大会…10月18日鯛～19日出，鹿児島サンロイヤルホテル

(18日，鹿児島市与次郎1-8-10)，鹿児島大学農学部（19日）にて。なお，

18日には吉良今朝芳氏の「森林･林業の活性化に向けて」と題する基調講

演およびシンポジウム「111村の活性化と流域管理システム」が開催されま

す。シンポジウムの座長には堺正紘氏，話題提供者は次の方々です｡行武
潔氏（木材産業構造と流域管理)，泉忠義氏（流域管理システムと機械

化)，佐々木幸久氏(流域管理システムと木材産業)。お問い合わせは，大
会開催事務局（鹿児島県林務水産部林業振興課林業専門技術員室，丑099

-226-8111内線2941.2957）まで。

●第45回日本林学会北海道支部ならびに第30回日本林業技術協会北海

道支部連合会委員会…10月30㈱～31",花びしホテル（函館市湯川町1

-16-18）にて。お問い合わせは，事務局（北海道林務部森林計画課企画調

査係．丑011-231-4111内線31-164)まで。
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さざえのつぶやき長い間通りな

れた交差点で，あるH傍らの電柱に
妙なものがくっついているのに気づ

いた。古ぼけた様子から見て，だいぶ
前からあったと思われるその代物に

は｢盲人用押しボタン」と小さな表示

があった。これまで,その存在に気づ
かなかった自分の|:1の節穴ぶりにも

驚いたが，｜引明きも見つけにくいよ
うな場所にあるそれを｢Iの不自I&Iな

人がどうやって知るのだろうかと考

え込んでしまった。

駅の切符売場も似たようなもので，

自動発券機のコーナーに1か所だけ

点字の料金表が掲示してある。さて

さてまたも？だ。駅員がそこまで手

を引いてくれるとでもいうのか？

取りあえずヤットキャいいという

もんじゃなかろうに。（鴫三度）
ス研修,中国他5名計6名。
②9/4～12,グアテマラ国腱牧食
糧省森林野生生物総局長M1･.
AdolfoHoracioAcostaRami.

1.eZ9森林管理研修。
③9/9～11,セネガル国環境自然
保護省水森林狩猟土壌保全局
M1･.OusseynouSeck｢植林｣，
Mr.AbdoulayeSene｢苗畑管
理｣。

④9/26,Mr.GustavoBessade
NogueiraDias,Mr.Claudo
daCostaCerqueira,ブラジル
国の民間技術者に対する林業経
営研修の一環として｢日本の林
業事情･造林技術について｣の研
修を行った。
◎番町クラブ9月例会

9/26,本会会議室において,卿す
かいら－くフードサイエンス研究
所長小林登史夫氏を講師として
｢食料供給の温故知新｣と題する講
演および質疑を行った。
◎人事異動（9月7日付け）
休職東北事務所長鈴木紀一

(10月1日付け）
命国|際事業部次長増井博明

三協三会菫の三う三ご亘き三
大渋滞過H連休の1Hをあてて

長野市方面へドライブに出かけた。
中央自動車道に乗れば，家からは約

3時間の行程であります。途中のブ
ドウ狩り観光地の降り口付近ではも

う東京方面からの車の混雑が始まっ

ており，帰路の大渋滞に巻き込まれ

るようすが[lに浮かびます。初秋の
信州小布施・善光寺をあわただしく
回り，土産のリンゴの香りを乗せて

帰路についたのが午後3時といえば

これはもう小型・マニュアル仕様卓

のドライバーたるものの最も避けた

い愚かな行為でありました。果たし

て渋滞20キロの車列の1つとなり，

途中膝をいたわりながらのノロノロ

運転。マニュアル車愛好家にとって

はますます受難の時代となりつつあ
ります。（平成の玉手箱）

◎海外出張

9/4～21,望月技術開発部次長，
和田課長,林課長代理を熱帯林管
理情報システム整備事業のためフ
ィリピン国に派遣した。
9/16～30,渡辺理事,畠村技術開
発部次長をシベリア極東地域森
林・林業協力指針策定調査事業の
ためロシア国に派遣した。
9/17～11/20国際事業部梶垣課
長,島田主任研究員,9/17～10/11
田口主任研究員,9/22～11/2O浅
香次長,市川主任調査員,9/30~
12/8久納課長代理をインドネシ
ア国ムシ川上流地域社会林業開発
計画調査のため同国に派遣した。
◎調査部関係業務
9/17～18,平成8年度真室川･小
国線朝日・小国区間(朝日工区)林
道環境調査に係る希少猛禽類(ク
マタカ,イヌワシ)調査第5回検討
委員会を現地にて開催した。
◎海外研修員の受入れ
①8/26～9/28,森林土壌集団コー

飛鳥球殿パチンコファンかつ下

l111ファンの読者の方々にだけ，そっ

とお教えします。代々木駅の狭い南

側通路を東口に出ると，そこはもう

路地裏風の世界。小さな喫茶店の隣
に小さなパチンコ屋さんがあるんで

す。入って左側の壁に立て掛けてあ
る飛鳥球殿の大きな電飾を小粋に一

瞥したら,店員兼店長に軽く会釈｡だ

れもお客がいなかったら，近くのラ
イバル店のどこかが新装開店してい

る証拠。きっと店長はどこの店だよ

と教えてくれます。そうしたら有玉

記念でも，オカメヒョットコの絵柄

のある元祖黄門ちゃまでもいいです
百円でも二百円でもいいから遊んで

いきましょう。出しなにありがとう
よ、と寅さん風に礼を言えたらもう

完壁です。（山遊亭明朝）
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林業白書研究会編
画／橋本陽子

墨②国電宮翻唖
龍神の森の秘密鋪野(令編

イイヅクシンを追え！
－森林は時空を超えて一
画／橋本｜場･子A5判48頁300円(〒190)
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’07東京都港区赤坂4〒3-5/振替口座0012939=19
SO3=3585=0087w@/FRxo3-3589=2902

5298番壷1

輝躯姪 東京:赤坂

誌業労働殉確保法
Q&A…“…一s｡

確保法Q林業労働業 力 ＆労 A
林野庁林政部森林組合課監修/林業労働対策研究会編●A5判|/166頁/定価1,900円(税込)/〒310

林業労働力を確保していくためには，その約9剖が調氷組合，素材生産業者等の率業体に雇用されて
いる労働者であることにかんがみ，林業事調本の育成等を通じた労働力確保対策が重要である。本書
は，林業労働力確保法について，政省令も含めて制度の全体を体系的に明らかにするとともに，その
背景や関連する施策も'併せて,Q&A形式で平易に解説したものである。

向 騨塑軍林業・木材産業政策の基本方基本業産新たな ｡

林業｡木材産業の再生への処方菫から林野3迭愛一一

鱸１
１
１

林野庁林政課・企画課監修●A5判|/256頁/定価3,000円(税込)/〒310

低迷を続ける日本の林業･木材産業の再生・活幽このため，～行政とはどうあるべきか～林野庁長官
の識和を冒頭に掲載｡林業経営，林業事業体，木材産業の課題と施策，相互の有機的関係，林業･木
材産業の発展方向を検討した｢新しい林業･木材産業政策に関する懇談会｣の報告書を褐戦し,林業・
木材産業の環伏・課題と林野3法案の関係を図表を用いわかI)やすく解説した。

澪陣蝋､謡’
＆土i菖画ニム辿謎魁

444144A4144

●0,N｡0,10●
△“↓ム4441ム

|2MII!R

森林 十画の手引業 手施
一
三
回

I
森林施業計画研究会編●A5判/404頁/定価3,100円(税込)/〒380

森林施業計画制度のねらいは，個々の森林所有者が合理的な森林施業を計画的に実施することにより
安定的，持続的な経営基盤の確立が図られ，さらに森林施業の協調上，機綱上の瓶隆等により地域林
業の振興発展に貢献し，国の森林・林業施策推進上の効果を期待。森林所有者，銅氷・林業関係者が
本制度を十分理解し，現行の森林施業計画制度を理解するための解説書。

I

一一

TREEPROTECTOR

HEXATUBE
（ヘキサチューブ）

★1本1本にかぶせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

HEXATUBEは東京農業大学赤井龍男博士の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

緑化株式会社仁
圭
心

〒598大阪府泉佐野市土丸1912番地

TELO724(68)0776FAXO724(67)1724
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あらゆる図形の座標・而職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同I侍測定できる外部出力付の

タマヤスーバーブラニクスβ
測
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ツ
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鐸

’検査済み±0.1%の高精度

写痩はスーパーブラニクス〃の偲恥タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷II＄に厳格な検査を施して
いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごl職入

されたときからすぐ±0.1％の高糒度でご使用になれます。
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使いやすさとコストを
’ ｜’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

￥160．000

￥192．000
’（

ベ
ー
タ
）
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。

測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

－

、

’
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺艮線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面職）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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新刊森の木の100不思議
●(社)日本林業技術協会編●1200円

心森林総合研究所，林木育種センター，国際耀林水産
業研究センター，都道府県林業研究機関，大学ほか
93名による執筆

ざまざまな‘縦i木の世界一彼らの不思議で
したた力､な群らしぶりに鱒聴.ノ
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輝く未来は森林とともに.ノー日本の文化と

人の心を育てたみんなのふるさと森林/／

《本書の特色》
既刊

愈執筆者は，海外経験も豊富な斯界の権威、イラスト・

写真・グラフ等160点余を配したビジュアルなレイアウ
トC最新の統計，資料により日本および世界の森林の現

況を概説C森林とはどういう生物集団か，樹木はどんな
生活をしているかなど，森林・樹木に関する知識を満載
●森林の働きと社会・地球環境との結びつきをわかりや

すく解説。［小学生高学年･中学生向け］

執筆者河原輝彦(森林総合研究所研究管理官）

鷲見博史(森林総合研究所木材利用部長）

垰田宏(森林総合研究所森林環境部植物生態科長）

森林の100不思議●1010円
．(社)日本林業技術協会編集
・森林総合研究所所員82名による執筆

知っていますか森と木の添臓を。当たり前のこ
と．正しいと思っていたことの意外な皇IF実。

土の100不思議●'030円
。(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，濃業環境技術研究所，撰業研究セ
ンターほか85名による執筆

私たちの生活を鰹かにする驚くべき土の働き。謬

噂巍膨吻嚇嘉巍だ〃郷｜

●子どもらしい，どうして？なぜ？に答えてくれる
4学生向けの楽しい副教材／

森の虫の100不思議●'200円
。(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，都道府県林業研究機関，農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

I《I然界のなかでの虫の役蜘一森の虫の小百添卜

続・森林の100不思議●1200円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯鰹業研究センター．大学ほか
91名による執筆

木や箪のひそかな,賊きを探る糸織編。

熱帯林の100不思議●'200円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，大学ほか
76名による執筆

いまなぜ蕊酬f林力曾これほどWW&きれているのか。

森と木の質問箱鶴 小学生のための森林教室’め 定
価
四
四
五
円
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料
は
会
費
に
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森の動物の100不思議●1200円
･(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，養殖研究所,大学ほか79名による執筆

人と勅物の共存について考えさせる一森に住む
助物たちの樺らしぶり小筒不；h

零熱鶴．‐1『F1‘｡
零熱鶴．‐1『F1‘｡

ぷ

木の100不思議●1200円
。(社)日本林業技術協会編集
・森林総合研究所，都道府県試験研究機関，大学ほか
83名による執箪

自然にやきしく聯らしに役立ってきた木の小商科-。

●B5判64ページ／カラー

●定価620円(本体価格602

円)，〒実費

●30部以上の場合は送料は当
協会が負担します。

森と水のサイエンス●'030円
。(社)日本林業技術協会企画・四/六判176ページ
・中野秀章･有光－登･森川靖3氏による執筆

われわれの媒らしをききえる蛍亜な水を貯謡
し沖ｲﾋする森林のメカニズムを探る。

編集･発行社団法人日本林業技術協会 発行東京書籍株式会社
〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-75381

Cお求めは………
当協会事業部まで

〒102東京都千代田区六番町7番地
a(03)3261-6969FAX(03)3261-3044 ／
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